
 

第３章 分かち書き(3)  『点訳フォーラム』より 

 

６．p89 ２．敬称・官位など 【備考２】 

上田敏訳の訳や記、著、編などは前を区切って書きますが、（訳）（著）などのように（ ）でくくられ

た場合も一マスあけるのでしょうか？ 

 

【Ａ】 

カッコは前の語の注釈的説明にあたる場合は続けて書きますので、この点を考慮することになり

ます。 

たとえば、参考文献などで、 

海潮音 上田敏(訳） 1952 新潮文庫 

などのように列挙してある場合は、ウエダ■ビン■（ヤク）と書きますが、 

「海潮音」は､上田敏(訳）の代表作です。 

などのように、文の形で書かれて、（訳）が前の語の注釈的説明となっている場合は、ウエダ■ビ

ン（ヤク） と続けて書きます。 

前後の文脈で、(訳）が独立して用いられているか、前の語の説明として用いられているかを判断

することが必要になります。 
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「毎日、無理なく、機嫌よく。」 著者香奈子 



【Q】  

「毎日、無理なく、機嫌よく。」 著者香奈子を点訳しております。以下の文の※をつかって文章の範囲の

説明をしているのですが、墨字とおりに点訳していいものか、もっと他の書き方があるのかなと悩んでま

す。文章（墨字 3 ページぐらい）は以下のとおりです。 

 

 次行のひとつ目の※印から、次ページの 2 つ目の※印までに、わたしの、とある日常の行動と感動を、

だだだーっと書き出してみました。 

       ※ 

仕事が終わります。 

さあ、これから夕飯の献立を考えて・・・（文章が３ページぐらいつづいて） 

       ※ 

それの繰り返し。 

 

 点訳者が考えたのは、「次行のひとつ目の※印」を「（点訳のページ数をいれて）ノ□ヒトツメノ□ホシジ

ルシカラ、「（点訳のページ数をいれて）ノ□フタツメノ□ホシジルシマデニ」、わたしの、とある日常の行

動と感動を、だだだーっと書き出してみました。 

 「ホシジルシ」 

仕事が終わります。 

さあ、これから夕飯の献立を考えて・・・（文章が３ページぐらいつづいて） 

 「ホシジルシ」 

それの繰り返し。 

 

 他に、てびき１１２ページの⑥段落挿入符（１）の段落単位のの引用文となど、本文とは扱いを変えて書

かれている場合として書き表す。または、てびき 125 ページの星印をつかって、「□□③⑤・③⑤シゴトガ

□オワリマス。」 最後の段落の行頭に□□③⑤・③⑤を使う？ 

 

【A】 

点訳者の方が考えられた方法は、原文に忠実ですし、また点訳ページも入っていますし、※の記号を「ホ

シジルシ」と仮名に置き換えてありますので、よい点訳例と言えると思います。なお、※ は、「コメジル

シ」の方が適確だと思います。※の間を段落挿入符で囲む方法も確かにありますが、そうするには、原文

を大きく変えることになります。また、段落挿入符の説明も難しいように思います。点字の星印の記号を

用いるのは、記号本来の用法と異なりますので、ここでは誤った点訳方法になります。 

 

そのほか、枠囲みをする方法もあると思います。 

「次行のひとつ目の※印から、次ページの 2 つ目の※印までに」を「下の枠線で囲んだ部分に」のように、

原文を変えることになりますが、始めと終わりが分かりやすいと思います。 

 

原文にできるだけ忠実に点訳するか、原文を少し変えることになるけれども、点訳書としてはすっきりした

方法にするか、どちらの考え方もありますので、どちらを選択してもよいと思います。 



その１ いろいろな文書の書き方 
 

 その規則性の基本を、点字触読者に読み取りやすくわかりやすいものにするためにはど

うすればよいのかにおいて、いろいろな書き表し方があるのを理解して、工夫することが

大切である。特に、レイアウトではいろいろな書き方があり、読みやすさわかりやすさを

考えて工夫することができる。 

１．見出し 

（1）見出しのマスあけ 

    文章を点訳する時は、まず全体を見て、見出しの大小・種類がどれくらいあるか

を調べてから、見出しの大きさ・種類を決めて書き始める。 

    一番小さな見出しを５マス目、大見出しになるにしたがって、７マス、９マス目

となる。 

   ① 見出しは９マス目を限度とする。見出しの種類が多くてマスあけの数で区別が

つけにくい場合は、見出しの違いを示す符号などをつけて区別する。 

例 

江戸時代の文学 

  国学者の群れ 

本居宣長 

江戸時代の国学者で、「古事記伝」の著者である･･･…… 

□□□□□□□□エド□ジダイノ□ブンガク 

□□□□□□コクガクシャﾉ□ムレ 

□□□□モトオリ□ノリナガ 

□□エド□ジダイノ□コクガクシャデ、□「コジキデン」ノ□ 

チョシャデ□アル□… 

 

② 見出しが１行に書ききれない場合、２行目は、１行目の書き始めから２マス下げて書

く。見出しが３行以上になる場合は、３行目以降も２行目と同じマスあけで書き始める。 

 

 

（2）見出しの番号・符号の書き方                    

  見出しの段階を示すために用いる編・章・節・項などの用語と、それに続く見出 

 しの語句との間は２マスあける。 

  見出しなどに使う数字やアルファベットの序列を明らかにする必要がある場合、 

 裸数字や裸文字・ピリオド・カッコの順に書き表す。 

  第４番目の順位として、見出し番号がほしい場合には、第２カッコ（濁七～七っ) 

  ・第１カギ（ 「～「 ）・第２カギ（ 、わ～半二)などの使用が考えられるが、使わ

れている場面は少ない。それよりも、数字以外の選択肢として、アイウやａｂｃなどの文

字を使う場合が多い。その時には必ずピリオドを付けたり（ア。 イ。 ウ。 ）、 

 カッコを付けたり（＜七ア七 七イ七 七ウ七 ）して文字として誤読されないよう 

 にする。 

  裸数字や裸文字の後ろは２マスあけ、ピリオド・カッコ､・カギの後ろは１マスあ 

 ける。   

 

 

 



           

 

 
 
 
【注意１】①裸数字や裸文字は、大きなタイトルに使用されることが多く、小項目に 

     はほとんど使われない傾向にある。    

    ②大きな見出しであっても、長い場合には行頭７マス目で書き始めるこ 

     とも多く、９・７・５と見出しの序列通りに並べる必要はな 

     い。また、見出し番号も序列通りの記号順に並べる必要はない。つまり、 

     大小の序列さえ守れば、飛び越えてマスあけや記号を使ってよい。 

     ９マス目→５マス目 （９マス目不使用で）７マス目→５マス目 

     １→（１）       （裸数字不使用で）１．→（１） 

    ③墨字の囲み符号と点字の囲み符号を対応させる必要はない。 

     １）のような墨字の片カッコや見出しに使われている①〈1〉【1】など 

     は、点字では表記がないので、前記の序列をもとに裸数字、ピリオド・ 

     カッコなどを使い分ける。 

    ④見出しの種類が多く、付加する記号だけで区別がつけられないような場 

     合は、ローマ数字やアルファベット、仮名文字などを使って区別すると 

     よい。 

    ⑤墨字文書作成時には、点字化を十分に考慮して、使う見出しの種類に配 

慮する。       ’          ‥ ‥‥‥‥‥､ 

 
例 

                  １ 血液 

              １ 血液の組成 

１．白血球 

         ａ．白血球の種類 

          ア）好中球 

 
□□□□□□□□数１□□ケツエキ 

□□□□□□数１。□ケツエキノ□ソセイ 

□□□□七数１七□ハッケッキュー 

□□□□a。□ハッケッキューノ□シュルイ 

□□□□七ア七□コーチューキン 

                          『点訳便利帳 2008 年版』より 



３．p113 １．棒線・点線 【処理１】 

「女性たちも働くこと（＝良いこと）」 

この点訳をするとき、カッコ内の＝は省略してもよいでしょうか。 

昔の資料に「語の後ろに続けるカッコは、前の語の説明なので、カッコ内のイコールは省略してよい」と

あった、という話をききました。 

 

【Ａ】 

省略しなければならないということではありませんが、カッコが前の語の説明である場合は、多くの場

合省略しても構いません。 

前の語の説明(言い換え）と、イコール（すなわち）と同じ意味合いであり、記号を二つ重ねて書く紛ら

わしさを省く意味で、お勧めしています。 

ただ、ご質問の文の場合、前の語だけでなく、「女性たちも働くこと」が「イコール よいこと」と言っ

ていますので、「＝」を仮名で「イコール」と書く方が分かりやすいかもしれません。文脈で判断してく

ださい。 

 

「点訳フォーラム」より 

 

 

 

第２巻 ４７ページ 

（原本 111 ページ） 

第 3 巻 ４８ページ 

（原本 175 ページ） 



【Q１】 アイスランド語についてお尋ねです。以下の文が出てきたのですが、どのように書けばよろしい

でしょうか？ 

（１）Áttablaðarós 「８弁のバラ」はアイスランド語で 「Áttablaðarós」と書く。 

（２）「花の子ども」の原題に使われている「afleggjari」という言語にはふたつの意味がある。ひとつは

「挿し穂」で、もう一つは「特定の場所につづく脇道」である。 

（３）『花の子ども』（原題：afleggjarinn）は、 

 

点訳方法として、英語の表記で点訳できるアイスランド語は英語表記で入れ、 

アイスランド語に表せない文字（「Áttablaðarós」）がありますので、 

点訳凡例に、アイスランド語がでてきますが、英語の点字表記に従って書いて 

います。書き表すことができない文字は、伏せ字とし、ハイフンを用いました 

？そのほかの方法として、アイスランド語を辞書で発音をしらべて、発音を 

仮名で書いたと凡例で断る？または、「Áttablaðarós」に点訳挿入符を使い 

アイスランド語で「（点挿）８弁のばらの意のアイスランド語（点挿）」、 

英語で表記できる「afleggjari」「「afleggjarinn」は英語表記が可能なので 

、凡例でアイスランド語が出てきますが、英語の点字表記にしたがって書いて 

います。？ではどうでしょうか。 

 

【Q2】 

著者紹介に２０１６年、ö（『傷』）、２０１９年、Ungfrú island(『ミス・アイスランド』) 

凡例で、著者紹介の書名のアイスランド語のは省略しました。 

と断って、『傷』、『ミス・アイスランド』のみを書くよろしいでしょうか？ 

凡例は書かなくて、日本語の書名『傷』、『ミス・アイスランド』のみかい 

てよろしいでしょうか？ 

 

【A１】 

アイスランド語の点字表記を「World Braille Usage」でみたところ、a～zの 

アルファベットは英語と同じ表記、「a e ｉ ｏ ｏ ｕ ｙ」にアクセント符が 

付いたもののほか、特殊な文字が３個ありました。 

アルファベットで書くことができる語は、そのまま書いても差し支えないと 

思います。そのほかの文字が含まれる場合は、 

「Áttablaðarós」のところに点訳挿入符を用いて、《アイスランド語で「（点挿）原 

語表記省略（点挿）」》のように書いてよいと思います。 

 

【A２】 

著者紹介の所は、 

２０１６年、『傷』、２０１９年、『ミス・アイスランド』と書いた後で、点挿書名 



の原語表記省略点挿のように断ってはどうでしょうか。 

 

 

原本全体でアイスランド語がここだけの場合は、点訳書凡例で断らないでも処理できるように思いま

す。 

 

ご意見のように、英語表記できない部分を伏せ字で断るのは、原語の表記を詳しく示す必要がある場

合はよいかもしれませんが、この原本の場合は必要ないと思います。 

 



【Q.】九九に関する質問です。 

 

以下の文章があります。 

 

《お金は、なるほど、二、二が四で片づくかもしれないけれども、どっこい、使う法の気持ちはそうう

まく、二、二が四で片づくものではないのである。》 

 

 この中の、「二、二が四」とはどのように表したらいいでしょうか？ 

 

 

 

【A】 

数２数２ガ■数４ 

と書いてよいと思います。 

九九の書き方は一般的になっていますので、読みを点訳挿入符で加えなくてもよいと 

思います。 

九九の書き方の例として、点訳フォーラムの語例集に、数９数９■数８１、数３数３ 

ガ■数９を収載していますので、参考になさってください。 

 

 
 

《お金は、なるほど、二、二が四で片づくかもしれないけれども、どっこい、使う法の気持ちはそうう

まく、二、二が四で片づくものではないのである。》 

 

 

 

 

てびき３４ページ（２）参照 



 

 

 

 

 

 

         点訳のてびき 第３版 Q&A 第２集 ６６ページ 参照 



 
 



 

指導者ハンドブック「第５章 書き方の

形式」編 １２ページ 

てびき １５２～１５３ページ 参照 



        【Q３】                      【Q２】                   【Q１】 



【Q１】本の中で、「こころから ほんとうにー」と見出しがあり、次行の行末に「―アーシャ・山根麻以（歌

手）」とあります。それと文の途中に「山根 麻以さんに、」山根麻以のところにルビでアーシャとありま

す。この「アーシャ・山根麻以（歌手）」の部分と、その歌手のホームページを見ると、「A-SHA （アーシャ）

をアーティストネームとして活動を始めた。」とあります。 「山根 麻以さんに、」というところの点訳に

関して意見がわかれました。 

 

1 つ目は「アーシャ中点■ヤマネ■マイ（カシュ）」、②「ヤマネ■マイ（アーシャ）サン」とされています。 

２つ目はアーシャ■ヤマネ■マイ（カシュ）」の中点は省略、②「ヤマネ■マイ（アーシャ）■サン」は「さ

ん」は愛称ではないのでマスあけ。 

３つ目は「アーシャ（ヤマネ■マイ）■（カシュ）」、②「アーシャ（ヤマネ■マイ）■サン」。どのように考え

たらよいでしょうか？ 

 

【A１】 

１．アーシャ（ヤマネ■マイ）■（カシュ） 

  アーシャ（ヤマネ■マイ）■サン 

がよいと思います。中点を二マスあけに代えると、アーシャと山根麻以が並列になっ 

てしまいますので、カッコで囲むのがよいと思います。 

アーシャはアーティスト名で愛称ではないので、「さん」の前はマスあけします。 

 

 

【Q２】本の中で、見出しが「かんじんなことは、目に見えないだよ」見出しの次行行末に「ー『星の王子さ

ま』サン・テグジュペリ」と書いてあるのですが、見出しの「ー『星の王子さま』サン・テグジュペリ」を行

末近くに書いてあります。その見出しは、ページ替えではなく、１行あけして次の見出しというふうに書

かれています。そこで、見出しが行末、「ー『星の王子さま』サン・テグジュペリ」がを行末近くにかくと、

ちょうど行末の１８行目にきて、本文が次のページの１行目の３マス目からはじまるですが、レイアウトと

して大丈夫でしょうか。点訳フォーラムの６．p160 6．出典表示 「コラム 31」」に「③出典表示が２行以上

になる場合に、その途中でページが変わることはやむを得ないことで、プリントアウトした点字を読む

人にとって多少読みにくいかもしれませんが、出典表示だけを次のページに送ったりしないのが一般

的です。」とありましたので、本文が次のページの１行目の３マス目からはじまっても大丈夫かとも思う

のですが。 見出しをページ替えにすれば、上記のことはないと思うのですが。 

 

【A２】 



２．「かんじんなことは、目に見えないだよ」から「ー『星の王子さま』サン・テグ 

ジュペリ」までを見出しと考え、見出しの最初「かんじんなことは、目に見えないだ 

よ」から次ページに移すのがよいと思います。 

 

 

 

 

【Q３】本の中で、「意気揚々と数字をカウントしている。『五、四、三、二、一、ゼロ～！』数をカウントするだ

けで、」このなかの、「ゼロ～！」（このあと、３回ぐらい出てきます。）ですが、この「ゼロ」は数的意味が

ある場合の数字なので、「数０」と思うのですが、そのあとの波線の処理なのですが、「数字の０」の後

に長音は使えないと思うので、長音を省略するか、「数０（ゼロ―！）」というのを補ったらどうかと考え

ていますがいかがでしょうか？ 

 

【A３】 

３．ゼローと延ばしますので、「てびき」p36 (5)に当てはまります。 

  数５、数４、数３、数２、数１、ゼロー！ 

 と書き、数字を補わなくても十分だと思います。 

 

以上です。 



【Q１】本の中で、「こころから ほんとうにー」と見出しがあり、次行の行末に「―アーシャ・山根麻以（歌

手）」とあります。それと文の途中に「山根 麻以さんに、」山根麻以のところにルビでアーシャとありま

す。この「アーシャ・山根麻以（歌手）」の部分と、その歌手のホームページを見ると、「A-SHA （アーシャ）

をアーティストネームとして活動を始めた。」とあります。 「山根 麻以さんに、」というところの点訳に

関して意見がわかれました。 

 

1 つ目は「アーシャ中点■ヤマネ■マイ（カシュ）」、②「ヤマネ■マイ（アーシャ）サン」とされています。 

２つ目はアーシャ■ヤマネ■マイ（カシュ）」の中点は省略、②「ヤマネ■マイ（アーシャ）■サン」は「さ

ん」は愛称ではないのでマスあけ。 

３つ目は「アーシャ（ヤマネ■マイ）■（カシュ）」、②「アーシャ（ヤマネ■マイ）■サン」。どのように考え

たらよいでしょうか？ 

 

【A１】 

１．アーシャ（ヤマネ■マイ）■（カシュ） 

  アーシャ（ヤマネ■マイ）■サン 

がよいと思います。中点を二マスあけに代えると、アーシャと山根麻以が並列になっ 

てしまいますので、カッコで囲むのがよいと思います。 

アーシャはアーティスト名で愛称ではないので、「さん」の前はマスあけします。 

 

 

【Q２】本の中で、見出しが「かんじんなことは、目に見えないだよ」見出しの次行行末に「ー『星の王子さ

ま』サン・テグジュペリ」と書いてあるのですが、見出しの「ー『星の王子さま』サン・テグジュペリ」を行

末近くに書いてあります。その見出しは、ページ替えではなく、１行あけして次の見出しというふうに書

かれています。そこで、見出しが行末、「ー『星の王子さま』サン・テグジュペリ」がを行末近くにかくと、

ちょうど行末の１８行目にきて、本文が次のページの１行目の３マス目からはじまるですが、レイアウトと

して大丈夫でしょうか。点訳フォーラムの６．p160 6．出典表示 「コラム 31」」に「③出典表示が２行以上

になる場合に、その途中でページが変わることはやむを得ないことで、プリントアウトした点字を読む

人にとって多少読みにくいかもしれませんが、出典表示だけを次のページに送ったりしないのが一般

的です。」とありましたので、本文が次のページの１行目の３マス目からはじまっても大丈夫かとも思う

のですが。 見出しをページ替えにすれば、上記のことはないと思うのですが。 

 

【A２】 



２．「かんじんなことは、目に見えないだよ」から「ー『星の王子さま』サン・テグ 

ジュペリ」までを見出しと考え、見出しの最初「かんじんなことは、目に見えないだ 

よ」から次ページに移すのがよいと思います。 

 

 

 

 

【Q３】本の中で、「意気揚々と数字をカウントしている。『五、四、三、二、一、ゼロ～！』数をカウントするだ

けで、」このなかの、「ゼロ～！」（このあと、３回ぐらい出てきます。）ですが、この「ゼロ」は数的意味が

ある場合の数字なので、「数０」と思うのですが、そのあとの波線の処理なのですが、「数字の０」の後

に長音は使えないと思うので、長音を省略するか、「数０（ゼロ―！）」というのを補ったらどうかと考え

ていますがいかがでしょうか？ 

 

【A３】 

３．ゼローと延ばしますので、「てびき」p36 (5)に当てはまります。 

  数５、数４、数３、数２、数１、ゼロー！ 

 と書き、数字を補わなくても十分だと思います。 

 

以上です。 



        【Q３】                      【Q２】                   【Q１】 



  

 

 

 

挿入文 

 行あけ、原本に 1 行あけがあれば、迷わず次の

ページ 1行目でも、行あけを残す。 

 

 

 

 

5 マス目からの見出し 

 前の本文との間を行あけすることが多い。 

 

 見出しが変わる場合は、前の本文と見出しの

間に 1行あけたり、線を引いたり」原本に応じて最

適な方法をとる。なお、本文のページが最後の行で終わった場合、次の見出しは新しいページ

の 1 行目から書く。ただし、線を引いている場合は 1 行目に線を引く。（区切り線からページが移

る場合、区切り線を省略するかは、そのような場合でも区切り線を入れるかどうかは、団体で決

める。てびきでは決まっていない。）また原文に準じて大きな区切りページ使わなくてもいい。

（分かりやすく使用するためなので） 

                       『点訳フォーラム』より 

 

 

 ４ 見出しと本文との行あけ（２）：参照  

 本文がページの最後の行で終わった場合、次の見出しは新しいページの 1 行目から書く。ま

た、大きな区切り目では原文に準じてページを変えてよい。 

                          『点訳のてびき』１５８ページより 



 

１．初出に、外大大ＧＰ（グランプリ） 外大大ＳＰ（ショート■プログラム）と書き、次からは、外大大ＧＰ、外

大大ＳＰと書くのがもっとも自然な書き方だと思います。 

この場合は、ＧＰ、ＳＰだけでは分からない方のために、意味を説明していますので、「てびき」p192 (3)

に該当する。 

 

 

 

２．オールマイティについては、点訳フォーラムＱ＆Ａ 第３章 その２ p71 ５．外来語の現在の 38．を

参照。 

「almighty」は、英語本来の意味では「全能の神」を表すようですが、日本では、英語本来の意味ではな

く、「なんでもできる人」という意味で使われています。和製英語的に、「オール」は「すべて」、「マイテ

ィー」は「力がある」のように解釈されて使われているように思います。ですので、片仮名で「オールマ

イティー」と書かれていれば「オール■マイティー」と区切って書いてよいのではないでしょうか。 

 

 

初出⇒ 

 

次からは⇒ 

初出⇒ 

 

次からは⇒ 



 

ＡＮＡについては、外大大ＡＮＡ と書きます。アルファベットで書かれた略称にルビが付いていなければ、

読みをカッコで付ける必要はありません。ＮＡＳＡ、ＯＰＥＣに、ナサ、オペックとは書きませんし、それは墨

字の読者に対してと同じだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「Continues～ with Wings～」の「～」は、副タイトルを囲む役割ですので、この場合は、②⑤②⑤の線

でつなぎます。「てびき」p157 の副見出しの書き方を適用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．点訳者の点訳方法は間違いではありませんので、校正で指摘するポイントではないと思います。間

違えではないと思うので、点訳資料校正基準の８ページに「校正はあくまでも原文と点訳されたもの

との照合であって、新たな点訳で はありません。自分ならこのように点訳するという視点ではなく、

点訳者の 意図を尊重し、明らかな誤りを指摘するようにします。」とあるので、点訳者を尊重したいと

思います。 

 
 

墨字の形にとらわれず、点字では 

(1) 基本的に第１カギを用いる。 

(2) カギの中に更にカギが必要なと

きには、基本的にふたえカギを用い

る。 

(3) それ以外のカギが必要なとき

は、第２カギを用いる。第２カギは、地

の文にも、カギの中にも用いることが

できる。 

という点を押さえれば？ 



～カギで囲まれた語句や文の間のマスあけは？～ 

 

カギで囲まれた文が並列して出てくる場合のマスあけは、「点訳のてびき（以下、てびき）第４版」

になり、とてもシンプルな考え方ができるようになりました。しかし、あの悩ましかった「てびき

第３版」の規則と混同してしまう方も多いようです。 

「てびき第３版」では、 

・ カギ類で囲んだ独立した文が並列する時や、カギ類を閉じた後ろに新しい文が始まる場合は、

その間を２マスあける。 

・ 一つの文の中に、カギ類で囲んだ文が並列する時は、その間を２マスあけて書いてよい。とい

う規則でした。カギで囲まれた語句や文が続けて出てくると、並列しているのか、会話なのか、

前後の文脈からその関係を考えなくてはなりませんでした。 

「てびき第４版」では 

・ カギ類で囲んだ独立した文が並列する時や、カギ類を閉じた後ろに新しい文が始まる場合は、

その間を２マスあける。 

・ 一つの文の中に、カギ類で囲んだ「文」と「文」が並列する場合、閉じカギと開きカギとの間は１

マスあける。と変更されました。 

ところが、これまでの習慣から、一つの文の中に、カギで囲まれた長い文が並列していると、

カギ閉じとカギ開きの間を２マスあけされているケースをしばしば見受けます。 

今後は、「カギ類で囲まれた文の一つ一つが独立している場合は間を２マスあけし、文中で並列

している場合は、１マスあけにする」とシンプルに考えてみてください。文中に短文が並列してお

り、それらが読点で区切られている場合は読点のあとを１マスあけにするのと同様に、カギで囲

まれた短文が並列していても１マスあけになるということなのです。 

（例） 

ご来館時のお願い。「マスクを着用してください」「手指消毒をしてください」 

 無無・こらいかん・しの無おね・かい。無無＿ますくを無￥たくよー無 

 して無く・たさい＿無無＿￥すし無￥そー・とくを無して無 

 く・たさい＿ 

 

説明書に、「３分間普通に歩いてください」「１分は早歩き、２分は普通に歩いてくだ 

さい」と、書かれていました。 

 無無せつめい￥そに、無＿＃３ぱふんかん無ふつーに無あるいて無 

 く・たさい＿無＿＃あぱふんわ無はやあるき、無＃２ふんわ無ふつーに無 

 あるいて無く・たさい＿と、無かかれて無いました。 

 

囲み記号 てびき１０４～１０６ページ、指導者ハンドブック第 4 章 18 ページを参照 



指導者ハンドブック「第５章 書き方の形式」編より ３５ページ 

    ポイント解説 

 

 原文に表があれば、何らかの形で点訳することを原則としますが、表中の数値や 

言葉など同じ内容が本文に示され、説明されていれば、省略する場合もあります。 

点訳するか省略するかは、表をよく読み、内容を理解した上で判断します。 

 

 

表の挿入箇所 

① 表は、本文でその内容に触れた箇所の直後の段落に入れることを原則としますが、原文・資料の

種類や内容によっては、見出しの区切りに入れる場合もあります。本文の記載と表の挿入位置が

離れる場合（２ページ程度以上）は、本文に表の記載ページを入れます。 

 

 ②本文との区別を明らかにするため、表の前後を枠線で囲んだりします。枠線で囲む場合は次のこ

とに注意します。 

 

 ａ．ページの最下行に、始まりの枠線だけ、あるいは表のタイトルまでしか書けない場合は、枠線から

次のページに移す。 

 ｂ．始まりの枠線上に、「表」や「表ｌ」などの語を入れてもよい（用例 1. 2.解答例 p111参照）。 

 ｃ．関連して連続する表は一つの枠に入れてもよい(p37「コラム」参照）。 

 ｄ．終わりの枠線は１行目に来てもよい。 

 

×                     〇 

                        



2第５章 書き方の形式(4)  その４ 表や図の書き方 

0．p187 ３．区切り線・枠線 

枠線の使用ではページの最終行に開きの枠線だけ、表などのタイトル（見出し）までしか入らない場合

は、枠線から次のページに移すとありますが、区切り線の場合、区切り線を書き、見出しまでが最終行に

来た時の点訳で悩んでいます。 

区切り線は本文と区切るための線ですから区切り線が最終行に来ても良いとあります。でもここに見

出しが最終行にくるときはどうしたらよいかと悩みます。 

区切り線を使わない時は見出しだけ前のページに残さないと書かれている箇所がありこれには該当

しないと考えて良いのでしょうか。 

 

【Ａ】 

区切り線をご使用ということですが、区切り線は、「てびき」p187 にあるように、本文中の章・節などで

ページ替えをする際の区切りに用いるもので、行頭・行末のあけ幅を揃えて中央に書くものです。区切

り線の下は、ページ替えですから、ご質問のような悩みは出てきません。区切り線の次の行に行をあけ

ないで見出しが来ることは一般には考えられません。 

ご質問が仕切りのための線であった場合、仕切り線の次の行に５マス目から「写真説明」「注」などの見

出しを書く場合は、その見出しは、一番下の行には書かず、次のページの１行目に書くことになります。 

 

 ×                         × 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

× 

 

 

           〇 

 

 

 

 

 

 

 

 



58．p111 ５．点訳挿入符 

同音異義語についての質問です。 

「言葉のおもちゃ箱 伊奈かっぺい綴り方教室」伊奈かっぺい著の中に、同音異義語で「池、鯉、亀、

桶、家、翁⇒行け、来い、噛め、置け、言え、起きな」をあてているのですが、点訳挿入符で説明がいるか

と思うのですが、どこにどのように入れたほうが、読むにあたって流れを止めずに、本の雰囲気を壊さ

ずに伝えられるかと思い質問しました。 

文は以下の通りです。 

 

１．【池、鯉、亀、桶、家、翁…これらの文字を見るたびに命令形を思い、ムッとする性格なのだ。雀…暑

いだろうョなどと思ったりもするがね命令形。…池、鯉、亀、桶、家、翁。とりあえず声に出して読み別な

字に置き変えてみるアソビ…抱きつくように舐めまわす。声に出して嫁これも命令形に書き直せ、なん

てね。】と前半の文があり、（中略）、後半に【池、鯉、亀、桶、家、翁の命令形とはー行け、来い、噛め、置け、

言えとなる。『翁、いつまで寝ているつもりか』となれば、翁は起きなと命令形に変化する。雀…暑いだ

ろうョの雀は涼めに直すとわかりやすい。声に出して嫁とは声に出して読めとなる。】 

 

点挿イケブクロノ■イケ、サカナノ■コイ、ツルカメノ■ツル、フロオケノ■オケ、イエガラノ■イエ、

オジイサンノ■イミノ■オキナ点挿、を最初にでてきたところのすぐ後に１回のみ入れてはどうかなと

思っています。 

 

上記とは別に、もう一つ、以下の文があります。 

２．「おかしなコレクション・陶々おつむテン展と題して手作りの陶器、焼物の展覧会を開催したのは

1978 年（昭和５３年）。」 

 

「おかしなコレクション・陶々おつむテン展」のあとに、この〈陶々〉は点挿でトージキノ トー点挿と

説明したほうがいいのでしょうか？この後に、陶器、焼物の展覧会とあるので点訳挿入符での説明は

いらないような気がするのですが。 

 

【Ａ】 

１． 

【池、鯉、亀、桶、家、翁…これらの文字を見るたびに命令形を思い、ムッとする性格なのだ。雀…暑い

だろうョなどと思ったりもするがね命令形。…池、鯉、亀、桶、家、翁。とりあえず声に出して読み別な字

に置き変えてみるアソビ…抱きつくように舐めまわす。声に出して嫁これも命令形に書き直せ、なんて

ね。】 

⇒ この部分に一つ一つ漢字の説明をいれていると、とても冗長になり、読んでいて文意が把握し

にくくなると思います。ここは、それぞれ名詞を動詞の命令形に替えることのおもしろさを言っている

ので、 

【池、鯉、亀、桶、家、翁点挿すべて漢字の名詞点挿■…これらの文字を見るたびに命令形を思い、ム

ッとする性格なのだ。雀点挿鳥の名点挿■…暑いだろうョなどと思ったりもするがね命令形。…池、鯉、

亀、桶、家、翁。とりあえず声に出して読み別な字に置き変えてみるアソビ…抱きつくように舐めまわす。

声に出して嫁点挿お嫁さん点挿■これも命令形に書き直せ、なんてね。】 

 



【池、鯉、亀、桶、家、翁の命令形とはー行け、来い、噛め、置け、言え点挿動詞の命令形点挿と■なる。

『翁点挿おじいさん点挿、■いつまで寝ているつもりか』となれば、翁は起きなと命令形に変化する。

雀…暑いだろうョの雀点挿鳥点挿は■涼めに直すとわかりやすい。声に出して嫁点挿およめさん点

挿とは■声に出して読めとなる。】 

これだけで、文意は通じると思います。 

 

２．「おかしなコレクション・陶々おつむテン展と題して手作りの陶器、焼物の展覧会を開催したのは

1978 年（昭和５３年）。」 

「トートー■オツム■テンテン点挿「トー」ワ、■トーキノ■トー、■サイゴノ■テンワ■テンランカイノ

■テン点挿」と書けば、漢字の当て字であることが分かると思います。 

 

                                 『点訳フォーラム』より 

 

  Q２．                              Q１． 

 



【質問】 

 「当駅」のマスあけついて質問します。てびき６５ページ備考を参考に考えると、各党「カク■トー」や

当施設「トー■シセツ」「トー■エキ」となるのではとの意見があります。フォーラムの点字表記の語例

では「当社比」「当校■児童」「当会」と一続きであります。「当駅」はどのように考えればよろしいでし

ょうか? 

 

【回答】 

当駅は「トーエキ」と続けて書いてよいと思います。 

「てびき」p65 の［参考］で、「同」「本」が「その」「この」の意味の場合も後ろが 

２拍以下の場合は続けて書いてよいと言っています。「当」も「この」「その」の意 

味の連体詞的用法法の造語要素ですので、同じルールが当てはまります。 

トーエキ、トー■シセツ 

となります。 

なお、この［参考］は、「同、本、当」のように「この」「その」の意味の場合につ 

いてのみ該当し、それ以外の語までは広げませんので、「各」は、「カク■トー」と 

なります。                             『点訳フォーラム』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              『点訳のてびき』65 ページより 



（点訳フォーラムへ質問） 『点訳のてびき』P101～ 

 本のタイトルの中点について質問です。 

向田邦子の「あ・うん」というタイトルがあるのですが、この中点はどう処理したらいいでしょう

か？ 

 

 

（答え） 

「点訳フォーラム」へお問合せいただきありがとうございます。 

お寄せいただきましたご質問にお答えします。 

 

「あうん」は「阿吽の呼吸」のように一語としても使用されますが、狛犬や金剛力士 

像の「あ」像と「うん」像の一対も意味しています。 

向田邦子の「あ・うん」は登場人物の二人を「あ」と「うん」とに表しています。そ 

の意味では、このタイトルは、対等な関係で並ぶ、中点の用法になっていると思いま 

すので、中点を用いてよいと思います。 

物語の中で、一語としての「あうん」の意味に用いられている場合は、一続きに「ア 

ウン」と書き、「あ・■うん」と並記されている場合は、「ア・■ウン」と中点を用 

いることになります。 

 

 

 

「あ・うん」タイトルの中点は？ 

あ濁無うん  あうん 

どっち？ 



 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

入力した点字にミスがないか確認して下さい。ただし、墨訳は１００％正しいとは限りませんので最終確

認は点字で行って下さい。 

ミスに気付いたら、この表示のまま、入力・修正を行うことができます。 

修正すると同時に、墨訳の結果も自動で更新されます。 

墨訳をやめて通常の画面に戻すには、F5 を押します。 

「点字編集システムマニュアル」より 

 

挿管。ICU。           東日本大震災３・１１ 

 

 

 

 

 

10 ㎡  24 ㎤  15℃ 

 

 

 

 

 

二酸化炭素 CO₂ 

  

 

墨訳は１００％正しいとは限らない。 

『指導者ハンドブック第 4 章』より 



    ー 世界経済 けん引役失う ー 

 世界経済の失速が鮮明だ。中国は新型コロナウイルスを封じ込める「ゼロコロナ」

政策などの影響で２０２２年の成長率見通しが年初の予測を２ポイント近く下回り、

３％台に沈む。直近１０月は消費が減少に転じた。米欧は歴史的な物価高で急速な利

上げを迫られ、２２～２３年に景気後退に入るとの予測が広がる。日本は７～９月期に

４四半期ぶりのマイナス成長に陥った。中国は０８年のリーマン危機後は巨額の経済

対策を打って成長を続け、世界経済を下支えした。その役割を果たす存在が見当た

らない状況になっている。けん引役不在の世界は先行きの不透明感も強い。 

 

 

 

「JB ニュース」より 



４． 詩の書き出し位置に変化をつけました。１行が２行になってしまったとき、下記のように点訳し

てもいいでしょうか？ 

 

 

 

 

× 

 

 

 

 

 

 てびき P.160 （１）書き出し位置に変化をつける場合は、ニマスまたは４マスを単位として差

をつけてかく、とあります。さらに、P.163 のサンプルは、１行が２行になった場合にサンプルにな

ります。書き出し位置は４マスを単位として差をつけています。次のように差をつけてください。 

 

 

 

 

 

〇 



その６本文以外のの割り付け 

てびき 201 ページ 目次 処理３ 

見出しの最後に句点・疑問符・感嘆符がついている場合も、見出しと②の点や⑤の点との間を、

一マスあけにする。 

 

    × 

 

 

    〇 

 

 

てびき 198 ページ 標題紙 処理２ 

  副書名は、：：との間を一マスあけて書く、副書名に句点・疑問符・感嘆符がついている場合

も一マスあけとする。 

 

 

てびき 204 ページ 奥付（４） 

 書名と副書名の間は、書名の後ろを一マスあけて棒線を書くが、書名に句点・疑問符・感嘆符

がついている場合は二マスあける。叢書名（シリーズ名）は第１カッコで囲み、書名（副書名）の後

ろを二マスあけて書く。 

 

 

その２見出しの書き方 

 

 

 

 

 

19．p157 ３．副見出し 

見出しと副見出しを棒線でつなぐときに、見出しの最後に句点がある場合には、句点の後ろは

二マスあけて棒線を書きますか？ 

【Ａ】 

てびきｐ204(4)書名と副書名の場合と同じく、記号間の優先順位に従い、二マスあけて棒線を

書きます。 

 『点訳フォーラムより』 

 



出版日前に仮書誌登録のまま                      出版日後、TRC（図書館流通センターから）の書誌 

TRC（図書館流通センター）からサピエに書誌が上がって

くるのは、本が発売されてから約２週間ぐらいかかりま

す。 

発売直後や発売前に、サピエに着手をかけるには、登

録する施設が本を参考に、手入力で入れるのでシリーズ

名？副書名？と正確には入力できていない状態です。 

ＴＲＣがサピエに上がった時点で、手入力の書誌と入れ

替える作業が生じます。 



本日の、対面校正をお願いします。 
  

※対面校正を依頼したい人は、日付・書名・点訳者名をお書きください。 

 ※対面校正可能な方（OK の方）は点訳者の方と対面校正をお願いします。 

 ※本日の対面校正が終わって、帰る場合は線を引いて、終わったことを知らせてください。 

   例：書名「威風堂々（上）」５巻 佐賀はな子  〇 

 

日付 書名 点訳者名 校正 OK の方 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 



【質問】 

 ホームページの書き方について教えてください。当センターでは奥付のときの出版社のホームペー

ジアドレスについて、ホームページアドレスが 1 行（３２マス）に収まるようであれば、次の行に書くように

なっています。（小見出し符のあとは１マスあいて、次行の１マス目からアドレス囲み符号をつかってアドレ

スを書く） 

 普通であれば、小見出しのあと、続けてホームページアドレスを書き、２行目以降は行頭に行継続符

（④の点）を使うと思うのですが。 

ホームページアドレスが 1 行（３２マス）に収まるようであれば、行継続符（④の点）を使わずに、書い

たほうがいいのでしょうか？ 

 奥付 

ホームページ https://shufunotomo.co.jp 

 

無無ほーむ無半へー濁しぱ「無 

ぱ八りととねの濁っ分分のりはえはつたとたぬた。うた。ろね分ぱん⏎ 

 

 

 

【答え】 

「点訳フォーラム」へお問合せいただきありがとうございます。 

お寄せいただきましたご質問にお答えします。 

 

次行１行に収めるために、小見出し符を付けた行が極端に短くて行末が大きくあいていると気になり

ますので、小見出し符のあと一マスあけて、ホームページアドレスを書いた方がよいと思います。 

長いアドレスを意識的に１行に納めるのがよいかどうかについては、一概には言えませんが、２行に分け

てもよみにくいということはありませんし、適当なところで区切ってありますので、その方が読みやす

いという面もあります。 

 

奥付 

ホームページ https://shufunotomo.co.jp 

 

無無ほーむ無半へー濁しぱ「無ぱ八りととねの濁っ分分 

拗のりはえはつたとたぬた。うた。ろね分ぱん⏎ 

 

お答えは以上です。 

 

 

「点訳のてびき 140 ページ」参照 



【質問】星印類の使い方についてのお尋ねです。 

 

 原文は次の通りです。（見出しがあって、複数の文献が並んでいます） 

■■■■読書案内（引用文献★） 

■『船乗りプクプクの冒険』（北杜夫著、新潮文庫、１９７１） 

■『遥かな国遠い国』（北杜夫著、新潮文庫、１９７１）★ 

・・・ 

 

考え方が２つあってまず、１つ目は 

 第１星印（をを）を使うパターンです。 

■■■■ドクショ■アンナイ（インヨー■ブンケン）■七七をを■ヲ■シヨー■スル七七 

■■『船乗り■プクプクの■冒険』（北■杜夫■著、■新潮■文庫、■１９７１） 

■■をを■『遥かな■国■遠い■国』（北■杜夫■著、■新潮■文庫、■１９７１） 

  

 １つ目は、てびき１２５ページの星印類（２）をみると、文中に第１星印は使えなさそうなのと、原文は星

印は後ろにあるのを、文頭にもってきていいものか。 

 

 ２つ目は 

 第３星印（ぱ？）は語句や文の直後に使うことができるので、 

■■■■ドクショ■アンナイ（インヨー■ブンケン ぱ？） 

■■『船乗り■プクプクの■冒険』（北■杜夫■著、■新潮■文庫、■１９７１） 

■■『遥かな■国■遠い■国』（北■杜夫■著、■新潮■文庫、■１９７１）ぱ？ 

 

 他に、わかりやす書き方がありましたらお教えください。 

 

【回答】 『点訳フォーラム』より 

引用文献には星印を付けましたという意味ですね。 

行頭３マス目から星印を付ける最初の案が分かりやすいと思います。 

 

■■■■ドクショ■アンナイ（ホシジルシワ■インヨー■ブンケン） 

■■『船乗り■プクプクの■冒険』（北■杜夫■著、■新潮■文庫、■１９７１） 

■■をを■『遥かな■国■遠い■国』（北■杜夫■著、■新潮■文庫、■１９７１） 

でよいと思います。 

 

カッコの中に言葉を補いましたが、第１カッコでよいと思います。 



 

 （質問） 

点訳している本で、本文が終わってページ替えして参考文献があります。その参考文献のなかで、原

本の書名が「 」で囲まれている場合は、そのまま第１カギを用いていいのでしょうか。「 」で囲まれ

ている書名をふたえカギにする必要はあるのでしょうか。「てびき」p106【備考】では『 』で囲まれてい

る場合はとあるので、原本で第１カギを用いてあれば、わざわざふたえカギに直す必要はないと思う

のですが。それとも、会話文や強調にふたえカギが用いられている場合に第１カギに置き換えるのと同

じように、書名とわかっているのでふたえカギ置き換えたほうがいいのでしょうか？ 

 

 また、参考文献で以下のような書名があるのですが、副書名とか調べて、副書名であれば棒線をつ

かってくださいとことなのですが、著者名とかを調べる際にはサピエ図書館とか利用して書誌を検索

するのでわかるのですが、やっぱりきちんと書誌を調べて副書名であれば、原本に副書名扱いではな

くてマスアケで書いている場合も、ちゃんと書誌を調べて、副書名として棒線をいれて、点訳すべきで

しょうか？ 

 原本の例：杉山春「児童虐待から考える□社会は家族に何を強いてきたか」（朝日新聞出版） 

 サピエでは書名は「児童虐待から考える」、副書名は「社会は家族に何を強いてきたか」です。 

 

（答え）  

「点訳フォーラム」へお問合せいただきありがとうございます。 

お寄せいただきましたご質問にお答えします。 

原本で、書名に『～』が使われているときだけ、ふたえカギにします。原本で書名が「～」で囲まれてい

れば、第１カギを用いて差し支えありません。ふたえカギに変えることはしません。また、参考文献や引

用文献は、原本の著者や出版所の見解に従い、統一した書式で書かれるのが一般的ですので、原本に

書かれているとおりに書きます。よほどのことがない限り、書き方を変えることはしません。わざわざ

副書名を棒線でつないだりすることはありません。 

「児童虐待から考える■社会は家族に何を強いてきたか」は 

「児童虐待から考える■■社会は家族に何を強いてきたか」と、二マスあけでよ 

いと思います。 

『点訳フォーラム』より 

 



【質問】 カッコで、続けて書くか、１マスあけにするか意見が分かれています。 

 原本： 今野（浩喜）君、 

 ・文の切れ続きの決まりに従って、コンノ■（ヒロキ）■クン、 

 ・注釈説明と考えて、コンノ（ヒロキ）■クン、 

  

 どちらがいいのでしょうか。 

 

 

 

【回答】  『点訳フォーラム』より 

 今野（浩喜）君は、コンノ（ヒロキ）■クンとしています。 

「てびき３版Ｑ＆Ａ第２集」Ｑ58に 渡辺（えり子）さん の例がありますので、参 

照してください。 

 

 

 

 

「てびき３版Ｑ＆Ａ第２集」Ｑ58より 



第４章 記号類の使い方(7)     

その７ 体系の異なる点字表記 

49． p141 ３．数学記号 

一般書に出て来る数式です。 

ｙ＝ｆ（ｘ） 

外ｙ■イコール■外ｆ（外ｘ） 

ＸＡ＋ＸＢ＋ＸＣ 

外大大ＸＡ■プラス■外大大ＸＢ ・・・ 

となりますか。 

 

 

 

 

 

【Ａ】 

ｙ＝ｆ（ｘ）は、単純な四則計算ではなく、関数を表しているので、数学記号を用いて

書いた方がよいと思います。 『てびき P１４２』 

⑤⑥ｙ②⑤②⑤ｆ②③⑥ｘ③⑤⑥  ⇒ 、むーーえ八ふん 

となります。⑤⑥の点は、最初に一つだけ書き、後ろのｆやｘには、⑤⑥の点は付けま

せん。また（ｘ）のカッコは、外国語引用符と同じ形になります。 

特殊な数学記号を用いているわけではありませんので、点訳書凡例等で断る必要

はありません。 

 

ＸＡ＋ＸＢ＋ＸＣは、 

外大大ＸＡ■プラス■外大大ＸＢ ・・・ ⇒ 、半ぱふあ無ぱふらす無、半ぱふい 

と書いて良いと思います。 

ただ、この二つの数式が、同じ原本の中にあり、これ以外にも多くの数式が出てく

る場合は、点訳書凡例で断って、数学の点字表記で書いてもよいかもしれません。 

 

 

「点訳フォーラム」より 



Q．新型コロナ「ＸＢＢ．１．５」は点字でどう書くの？ 

 

 

    ーー コロナ派生型「ＸＢＢ．１．５」 米で増加 ーー 

 新型コロナウイルスの新たな派生型「ＸＢＢ．１．５」の感染が米国で広がる。直近の主流だった派生型

の「ＢＱ．１」や「ＢＱ．１．１」を上回る速度で感染者が増えており、世界保健機関（ＷＨＯ）は「最も感染力が

強い」と注意を呼びかける。他国でも広がるのは時間の問題とみられ、医療逼迫や死者の増加につな

がる懸念もある。東京都は１２日、新型コロナウイルスのオミクロン型の新たな派生型「ＸＢＢ．１．５」を同

日までに１５件確認したと明らかにした。都は今後の感染動向を監視するため、ゲノム解析よりも短期間

で検出できるＰＣＲ検査の手法の検討を始めたという。 

 

 



改行マーク⏎と改ページ P の使い方をチェック 『点訳のてびき』６～９ページ 

                    

 

 

 

 



1巻目の 1行目のページ数がずれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てびき１５８ページ ４ 見出しと本

文との行あけを参照  

 本文がページの最後の行で終わ

った場合、次の見出しは新しいペ

ージの 1行目から書く。また、大き

な区切り目では原文に準じてペー

ジを変えてよい。 

※挿入文の終わりを区別するために１

行あけが次ページの１行目に来た場合

は、１行目に来ても、行あけします。 



第５章 書き方の形式(2) 

その２ 見出しの書き方 

20．p157 ３．副見出し 

原文で副見出しが前後を棒線で囲まれている場合、棒線でつなぐだけで良いか、原文通り囲むべきか。

また、本文の中に同様にして書かれている場合も、同じ扱いになるのでしょうか 

 

【Ａ】 

墨字の本で、副見出しや副書名などを棒線や波線などで囲むのは、視覚的な飾りであって、これは厳

密に言えば記号類の棒線とは言えないと思います。墨字でも本や出版社によって様々ですので、点訳

では、標題紙以外は②⑤②⑤（ーー）の点でつなぐことをお勧めしています。 

                                                       

 
      視覚的な飾りなので、いらない。（副見出し、副書名などを棒線や波線で囲み） 

 

24．p157 ３．副見出し 

副題の前後の棒線ですが、後ろの棒線だけが次行に入ってしまった場合、棒線だけで１行使ってよいの

でしょうか。 

 

【Ａ】 

図書の副書名を②⑤②⑤の点で囲んで書くのは標題紙ですが、「てびき」p198 (2)にありますように

副書名は書名と行を替えて書きますので、②⑤②⑤の線だけが次行に来ないようにバランスよく書き

ます。 

奥付の副書名は、棒線でつなぎますから、後ろには②⑤②⑤の線は入れません。 

 

なお、見出しの後ろに棒線を用いて続ける副見出しを本文中に書く場合には、「てびき」p157「３．副見

出し」(1)に棒線でつなぐ方法がありますので、奥付と同様に、後ろの棒線を省くことをお勧めします。 

 

『点訳フォーラム』より 

 



 

 

 

 

 

 

【質問】 いつもお世話になっております。「I sha’n’t be gone long. ― You come too.」の「―」書

き方について教えてください。 

 この「―」についての処理にいついて２つの意見がでてきました。 

まず、１つ目は 「―」を英語のダッシュ（③⑥③⑥）と考えて「I から too.」まで１つの外国語引用符で囲

む。 

  
２つ目は 「―」を日本語の棒線（②⑤②⑤）と考えて、Iから long. を外国語引用符で囲み、日本語の

棒線（②⑤②⑤）でつないで、You から too.を外国語引用符で囲む。 

 
ちなみに 

原文は以下のようになっています。 

 I sha’n’t be gone long. ― You come too.(川本の役では「そう長くはかからない。― 君もこない

か。」となっています)。 

 

 【回答】  

原文を見せていただくと、一人の人物の一続きの発言になっていますので、この場合は英文を全て

一つの外国語引用符で囲んで書くのがよいと思います。 

 引大Ｉ■ｓｈａ③ｎ③ｔ■～■ｌｏｎｇ．■③⑥③⑥大Ｙｏｕ■～■ｔｏｏ．引 

となります。ダッシュの前は一マスあけ、ダッシュの後ろは続けて大文字符を書きます。 

 
 

 ※ちなみに、sha’n’t 「’」は④の点のアクセント符（てびき４８ページ）ではなく、③の点のアポストロ

フィ（てびき１３６ページ）です。       

『点訳フォーラム』より 



『点訳フォーラム』より 

４．p136 １．英語 

【質問】日本語文中の外国語と引用文献の書き方についてお尋ねします。コロン、スラッシュの使い方で

す。 

ディアコニ（diakoni:swe/fin)は、牧師、墓地や建物の・・・ 

マクロ経済学的な教義である[Ferguson 2009：170] 

 

【回答】 

英語の記号のルールに従って下記のようになります。 

ディアコニ（引 diakoni②⑤の点■swe④⑤⑥ヤ fin引)は～ 

コロンは②⑤の点で後ろを一マスあけます。スラッシュは、「④⑤⑥ヤ」の記号で、前後のマスあけは原

文の通りとします。この場合はスペースがありませんので、続けて書きます。 

[Ferguson 2009：170] この場合、外の角括弧は日本語文中のカッコですので、日本語のカッコ類（第

１カッコ・第２カッコなど）を用い、前に続けて書きます。2009 と 170 の間のコロンは、上に説明しましたと

おり、②⑤の点を書き、後ろを一マスあけます。数字の間のコロンで、10:25（数あろーいら）などのよう

に時刻を表す場合は、続けて書きますが、この場合はそれに該当しません。 

 

ディアコニ（diakoni:swe/fin)は、牧師、墓地や建物の・・ 

 
マクロ経済学的な教義である[Ferguson 2009：170] 

 

 

  英国文芸翻訳センター（BCLT：British Centre for Literary Translation）を設立しています。 



【質問】 本文が終わって、参考資料があります。以下のように書かれていますが、出版年のあとの出版

社をカッコで囲んであるのですが、このカッコはてびき１０６ページ（１）注釈説明として前につなげてい

いのか、てびき１５２ページ２マスあけ（２）別の要素が羅列していると考え、カッコがあることによって、

別の要素との区切りがわかると考えて、一マスあけで処理するのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回答】  『点訳フォーラム』より 

ご質問の場合も、カッコは前の語の注釈的説明と考えて続けて書いてよいと思います。 

点訳フォーラムＱ＆Ａ第５章その１「6．二マスあけ (2)」の現在の 32.33.で類似の例を示していますが、

このように、書名、著者、発行年、出版社、出版年が、並記されている場合は、前の項目の説明と考えて

続けて書くことをお勧めしています。迷った場合は、点字でのカッコ類は原則として前に続くと考える

とよいと思います。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５章 書き方の形式 

その１ 本文の書き方 

32．p152 6．二マスあけ (2) 

参考文献は、原本によって書き方が異なり、マスあけに迷います。下記のような例はどう考えればよい

でしょうか。 

1．『広辞苑 第七版』新村出編／岩波書店 

2．『よみがえる大王墓 今城塚古墳（シリーズ「遺跡を学ぶ」077）』（森田克行著 新泉社） 

3．『『死者の書』の謎 ― 折口信夫とその時代』（鈴木貞美著 作品社） 

4．『対話古典シリーズ 万葉集下』（桜井満訳注 旺文社） 

5．川和二十六、富田商太（画）『戦国時代 100のウソ』鉄人社 

6．篠田達明『戦国武将の死生観』新潮社 

 

【Ａ】 

参考文献の場合、書名（文献名）、著者（筆者）、出版社（発行元）、発行年などは、「書き流しで異なった

要素が羅列されている」場合に相当しますので、「てびき」p152 （2）①に従い、各要素の間は二マス

あけになります。 

ただ、書名などがカギ類で囲まれている場合は、記号によって判断が付きますので一マスあけでもよ

いとしています。 

要素の間にスラッシュがある場合は、スラッシュを省略して二マスあけにします。また、書名の後に、著者

名、発行所名などがカッコで囲まれている場合は、前の書名等の注釈的説明と考え、前に続けて書きま

す。 

これらのことを考慮して判断すると以下のようになります。 

１．『広辞苑■第七版』■■新村■出■編■■岩波■書店 

２．『よみがえる■大王墓■■今城塚■古墳（シリーズ■「遺跡を■学ぶ」■077）』（森田■克行■著

■■新泉社） 

３．『『死者の■書』の■謎■―■折口■信夫と■その■時代』（鈴木■貞美■著■■作品社） 

４．『対話■古典■シリーズ■■万葉集■下』（桜井■満■訳注■■旺文社） 

５．川和■二十六、■富田■商太（画）■■『戦国時代■100 の■ウソ』■■鉄人社 

６．篠田■達明■■『戦国■武将の■死生観』■■新潮社 

 

なお、１．５．６．の『～』の前後は一マスあけでもよい例になります。 

１．２．４．の第七版、０７７、下などの版次やシリーズ番号などは、標題紙などでは二マスあけの場合もあり

ますが、このように書き流しで羅列してある場合は、誤解の心配がなければ一マスあけでよいと思い

ます。 

『～』の中の『～』は、この場合は第２カギになります。 

 

『点訳フォーラム』より 

 

 

 

 



33．p152 ６．二マスあけ 

前のＱ＆Ａに追加の質問です。 

１.『今城塚と三島古墳群―摂津・淀川北岸の真の継体陵（日本の遺跡７)』 

２．『別冊太陽 楽しい古墳案内（太陽の地図帖２３)』 

３．「高槻市立今城塚古代歴史館 常設展示図録（改訂版)」 

４．『てくてく歩きⅡ 南紀 熊野 伊勢』 

 

上記の１．～３．のカッコの前は続けていいでしょうか。以前の回答は、 

『よみがえる大王墓 今城塚古墳（シリーズ「遺跡を学ぶ」077） 

『よみがえる■大王墓■■今城塚■古墳(シリーズ■「遺跡を■学ぶ」■077』でした。 

４．は、地名の間は一マスでもいいでしょうか。 

 

【Ａ】 

参考文献として本文の中にカギ類で囲まれて出てくるときや、大きな見出しの終わりや巻末などに多

くの文献が列挙されているときの書き方についてのご質問と思います。 

そのような場合、書名の後に、著者名、発行所名などがカッコで囲まれて書かれているときは、前の書

名等の注釈的説明と考え、前に続けて書くのがよいと思います。 

ただ、（改訂版）（新版）（上）（下）などの版次は、版次という異なる要素が書名に含まれると考えて、３．

の（改訂版）の前は一マスあけたほうがよいと思います。 

１．２．のカッコは前に続けて書きます。 

１.『今城塚と■三島■古墳群■－－■摂津・■淀川■北岸の■真の■継体陵（日本の■遺跡■■７)』 

２．『別冊■太陽■■楽しい■古墳■案内（太陽の■地図帖■■２３)』 

３．「高槻■市立■今城塚■古代■歴史館■■常設■展示■図録■（改訂版)」 

なお、標題紙や奥付に書く場合は、そのルールに従って書きます。 

 

４．は、『てくてく■歩き■Ⅱ■■南紀■熊野■伊勢』と書いてよいと思います。 

『てくてく歩きⅡ 南紀白浜 熊野古道 伊勢街道』などとマスあけを含む語の羅列の場合は二マス

あけになります。 

『てくてく■歩き■Ⅱ■■南紀■白浜■■熊野■古道■■伊勢■街道』 

 

 

『点訳フォーラム』より 

 



【質問】 

 本文中に長い、出典表示？があるのですが、行末近くにということで１１マス目から書かれている

のですが、ページをまたいで、１２行になるので、てびき１６０ページのコラム３１の、「ただし、出典表示に

はいろんな形が・・・」とありますのでこれに当てはめて、行頭３マス目からかいてもいいでしょうか？ 

 

原文は、以下の通りです。（行の真ん中ぐらいより下の方に、地の文より文字を小さくして書いてありま

す 

Withnews 「子育てシェアハウス」に思わぬ反論、これが日本の「しんど

さ 」 か ・ ・ ・ （ ２ ０ １ ７ 年 ７ 月 ２ ６ 日 ） ｈ ｔ ｔ ｐ ｓ ： //with-

news.jp/article/f0170726005qq00000000000000 

0W01110101qq00015605Aより、一部抜粋して引用 

 

【回答】ご質問の場合は、URL も書いてあり、これだけで行頭から書き始

めても３行になりますから、行頭３マス目から書き、次行は一マス目から

書く書き方でよいと思います。その場合、全体を第１カッコで囲むか、原本

にはなくても、最初に（シュッテン）と断るかすればよいと思います。 

①全体を第一カッコで囲む例 

 

②最初に（シュッテン）と断る例 

 



③カッコをつかわず、出典 

 

 

29．p140 ２．ホームページやＥメールアドレス 

【質問】アドレス中に数字が多数連続していて、数字の途中で行を変えざるを得ない場合、どのような処

理をすればよいでしょうか。行末つなぎ符は数式符号であるため使用ができないのでしょうか。行継

続符の次に数符は用いず数字を書いても構いませんか。アルファベットとの混同はされないでしょうか。 

 

【回答】 

規則上は、「行継続符は状態に影響を及ぼさないので、行が移っても前の行の状態は変わらない」の

で、数字の途中で次行に移り、次行行頭に行継続符を書いたあとは、数符を書かずに数字の途中から

書くことになります。しかし、次行に移ったときに、本当に数字の続きとして読めるのかと心配になるの

も分かります。 

そこで、日点委の専門委員の方に照会したところ、「規則上は数符を書かなくてよいのだが、そこに数

符を書いても弊害はないので、数字があまりにも続いて誤読されないか心配な場合は、次行の行継続

符の次に数符を再び書くという配慮をしてもよい」という複数の方のご意見をいただきました。 

あくまでも読みやすさへの配慮として、数字があまりにも長くて、どうしても数字の途中で行移しをし

なければならないような場合は、次行の行継続符の後ろに数符を書いてもよいでしょう。 

 

『点訳フォーラム』より 



初出どう書く？ 

 

 
『明日死んだ男』怪異名所巡り 10 赤川次郎著より 



 

『指導者ハンドブック第５章』より 
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coeur
ク ー ル

(心、魂)と 

「くーる七八うたらはちん七無七こころ、無たましい七と 

 

「PACS
パ ッ ク ス

（準結婚制度）」を 

「ぱはっくす七、ぱぱねあうの七無七じすん無けっこん無 

せい濁と七「を無えら濁ふ無こと濁か無濁てきます。無無 

 

 

 

 

12．p71 ５．外来語  

『点訳フォーラム』より 

点訳フォーラムの語例に「グッジョブ」「グッド■ジョブ」「グッ■モーニン（グッドモーニング）」があり

ます。 グッド■ジョブ（形容詞＋名詞）は、あわせて５拍ですが、複合名詞ではないの で区切ると理解

しています。同じ意味の「グッジョブ」は、形容詞の「グッド」が 「グッ」となり日本語（外来語）として自

立しないので一続きということになりま すか。 また、「グッ■モーニン」（グッドモーニング）は、「おは

よう」というあいさつ だから、「グッド■ジョブ」とは語の成り立ちが違うと考えるのでしょうか。「グッ 

ドモーニング」の「グッド」も形容詞であるなら「グッ」は「グッジョブ」と同様 に自立しないと判断し「グ

ッモーニン」と一続きになるのではないかと考えますが、 いかがでしょうか。 また、外国語の挨拶で悩

むものがあります。 フランス語ですが、原文で 「Bonne soiree（よい夜を）！」※ Bonne に「ボンヌ」

soiree に「ソワレ」とルビ と出てきました。「ボンヌソワレ」は一続きか、区切るのか悩みます。 「ca va?」

※ca に「サ」va に「ヴァ」とルビ の場合はどうでしょうか。 マスあけも含め、疑問符・感嘆符の位置もど

うすればいいのか悩みます。 （フランス語の「ee」の前の e にアクサンテギュ、「ca」のｃにはセディーユ

が付い ている） 

 

 【Ａ】 外来語は外国の言葉が日本語と同様に使われるようになった語を指しますので、 外来語なの

か、外国語をカタカナ書きしただけなのかの判断に少し幅が出てきます。 英語の単語や挨拶語などは

日本語同様に使われているものが多いので、外来語の切 れ続きの規則で判断できますが、英語でも

「レッツ■ゴー」や「グッド■ジョブ」 などのように明らかに複合名詞といえない場合は短くても区切っ

て書きます。 また、外国語の発音や表記には幅がありますから、「グッド」を「グッ」「モーニン グ」を

「モーニン」などと書いても、切れ続きは変わりません。 ただ、「グッジョブ」は短い語で、このように発

音すると、日本語の会話の中でも１ 語として自然に使われるので、一続きに書くと判断しました。 一方、

フランス語やドイツ語などになると、なじみのある外来語は限られてくる ので、区切って書くことが多

いと思いますが、ドイツ語はスペルが長くても一続き に書きますし、フランス語は、隣の語と連続して

発音される場合もあって、なかなか規則的には行かないと思います。 Comment allez-vous？（コマン

タレヴ）などは３語ですが、語同士が結びついて いるので途中で区切ることはできないと思います。 

サヴァも２語ですが、「サヴァ」で「元気？」という意味で、「サ」（これ）、「ヴァ」 （行く）、それぞれの意

味とは全く異なるので、続けて書いた方がよいと思います。 「ボンヌ■ソワレ」はそれぞれ独立した単

語として区切って書いてよいと思います。 感嘆符などの句読符は、カッコの後ろになります。  



「サヴァ（引大④Ca■va 引）？」 「ボンヌ■ソワレ（引大 Bonne■soir④ee 引）■（良い■夜を）！」 とな

ります。 

Comment allez-vous？（コマンタレヴ） →  

 無無八ぱうたぬぬらつと無あににらま「ひたはの八ん無 

 七こまんたれ濁う七 

 

「Ça
サ

 va
ヴァ

？」 → 無無「さ。は七八ぱ拗うあ無ひあん七？「 

「サヴァ（引大④Ca■va 引）？」 

 

 

「Bonne
ボ ン ヌ

 soirée
ソ ワ レ

（よい夜を）！」 →  

無無「濁ほんぬ無そわれ七八ぱいたつつら無のたおち拗ららん七無 

七よい無よるを七六「 

               

「ボンヌ■ソワレ（引大 Bonne■soir④ee 引）■（良い■夜を）！」 

 

 

※ç：セディーユ： 下にひげがチョロチョロっと伸びたような記号は、セディーユ（cédille）というもの。 

ça「サ」＝それ 

garçon「ギャルソン」＝男の子 

reçu「ルスュ」＝レシート 

 

※é：アクサン テグュ： 右肩上がりのチョン「´」は、アクサン テグュ（accent aigu）というもの。 

été「エテ」＝夏 

école「エコル」＝学校 

thé「テ」＊“h” は発音しません ＝紅茶 

 

 

 



 
『点訳のてびき第４版』より 



８．p116 １．伏せ字 【備考２】 

『点訳フォーラム』より 

【Q】 

「○○市×SDGs」の点訳例として「×」を「カケル」とするとありましたが、次のような場合も同様に考

えていいのでしょうか。 

対談を表す文章中、見出し語で「山本×鎌田」とある場合、「ヤマモト■カケル■カマタ」と点訳してい

いのでしょうか。 

○○市×SDGs → 濁ま濁ま」し無かける無、ぱパのるれ、の 

 

【Ａ】 

「×」が、伏せ字記号以外の働きで用いられている場合は、省略したり、その形の読みを書くのが一般

的ですが、対談の場合は、マスあけまたは中点に代える方法が多く採られています。マスあけだけでは、

わかりにくいこともありますので、ヤマモト・■カマタのように書くのがよいと思います。 

 

山本×鎌田 

 やまもと無かける無かまた   

 

やまもと濁無かまた 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【質問１】  

 てびき１９７ページ １.巻数のまとめ方について質問です。 

 章ごと分冊すると全６巻（①108 ページ、②118 ページ③120 ページ④116 ページ⑤102 ページ⑥72

ページ、１巻～５巻まで各２章ずつ ６巻目が１章と著者紹介）になるのですが、最後の６巻が標題紙、奥

付を入れても、７２ページです。最後の６巻目がページが少なくても大丈夫でしょうか？当館はバイン

ダーを使用しています。 

 

 または、全５巻にして、てびき 197 ページ１．（２）の１００～１６０ページ程度にまとめるとすると、各巻章

の途中で分冊となるのですが、１３０～１４０ページ程度にまとまります。 

 

 読みやすさから考えると、章ごとの６巻での分冊がいいのかなと思うのですが、全５巻は、てびき１．

(2)に当てはまめると、全５巻かなと迷います。それと、バインダー閉じなのでバインダーの幅は同じな

ので、ページ数は多少少なくてもいいのかなとあれこれ考えてしまいます。 

 

【回答１】 

施設の担当者の判断（決断？）ということになると思いますが、あえてお答えすると 

 

章ごとのまとまりが強い本（実用書や学習書、小説でも長編で、全く舞台や時代が変化するものな

ど）は、巻ごとに多少ページ数が変わっても、章の切れ目で次の巻に移るのがよいと思いますが、連続

性の強い一般的な読み物でしたら、各巻のページ数を揃えてよいと思います。 

 

 

 

 

【質問２】  

てびき 198 ページ ３．標題紙について質問です。 

 標題紙の巻数の箇所 → ダイ１カン 

 当センターではてびき１９９ページの例題にならって書き出し位置は１４マス目の書き出しと、（全〇巻）

は１２マス書き出しと決めたのですが、決めない方がいいのでしょうか？巻数が２桁になるとバランス

が悪くなるのではとの意見もあるのと、サピエ登録文書９ページの【例３】を見ると、ダイ１カンのところ

は、13 マス書き出し、（全〇巻）は１１マス書き出しとなっているので。 

 

【回答２】 

施設の担当者の判断（決断？）ということになると思いますが、あえてお答えすると 

 

２．標題紙の第○巻、(全○巻）の書き出し位置は、施設の製作基準で決めておく方がよいと思います。

原本ごとに点訳者や校正者が判断したり迷ったりするのは避けた方がよいと思います。 

 

 

 

『点訳フォーラム』より 



 

2023 年 2 月 22 日 6:11 PM#1556 返信 

点訳委員会の野々村です。 

 

1 巻の枚数に関するご質問の件です。 

 

貴施設では、１巻を 160 頁以内とし、161 頁になる場合は２巻に分冊いただいているとのこと、 

大変ありがたく、感謝申し上げます。 

 

「80 枚を超える場合、何枚までなら分冊しているという例があれば、教えていただきたい」とのこと

ですね。 

現在、サピエには２０万タイトルを超えるデータが登録されておりますので、一つ一つを確認するわ

けにはいきませんが、１枚オーバーして８１枚になっているケースは散見されます。 

また、全２巻に収めるため、４枚オーバーしている図書もあるのは事実です。 

「80 枚程度」の〈程度〉の意味合いからして、さすがに５枚を超えるものについては、〈程度〉の範疇を

超えていると考えられます。 

 

さて、サピエ図書館登録文書製作基準（2022年4月）では、ご指摘の通り、「６ 巻数のまとめ方」の３．

に「１巻は、標題紙・目次・奥付などすべてを含めて、50～80 枚程度」と記しております。 

これは全国の施設・団体により、図書を綴じるのに使用しているバインダーが異なり、この枚数を超え

るとバインダーへの負担が大きくなる場合もあることを踏まえ、設けている規則です。 

実際、以前の全視情協大会点訳分科会でも「バインダーに負担がかかるので、紙の枚数についてはサ

ピエ基準を厳守してほしい」という声も聞かれました。 

 

他方、1 タイトルあたりの巻数が増えると、貸出率が下がる傾向にあるのも事実かと思います。 

 

全国の施設・団体個々にご事情があることも踏まえ、この規則の意図をくみ取っていただけましたら幸

いです。 



『点訳フォーラム』 

【質問１】 

英語に日付がついた参考文献の書き方で質問です。その文献の中に「BOOMSBest,2017/07/30」 

とあり、てびき 英語（５）の「TVOntario」書き方を参考にして、引大大 BOOMS 大 Best②■2017■07■

30 引 と書いて大丈夫でしょうか？てびき 195 ページの数字の略記を参考にスラッシュをマスアケに

変えたのですが大丈夫でしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※点訳のてびき p137 １．英語 (5) 『点訳フォーラム』より 

大文字と小文字が混じった綴りの場合、二重大文字符を用いる書き方と、個別に大文字符を付ける

書き方のどちらもできるような時は、意味のまとまりのなかに記号が割り込まない書き方を選びます。 

この例として、「てびき」には 

TVOntario があり、この場合、引大大ＴＶＯ⑥③ntario 引 と書くと、TV と Ontario のまとまりであるこ

とが崩れてしまいます。ですから終止符は用いず、「てびき」の例のように書きます。 

BSc（理学博士 bachelor of science）も、英文の中では、二重大文字符は用いず、大Ｂ大Ｓｃ と書きま

す。 

TVOntario → 八ぱぱｔひぱたとあちおたん 

BSc → 八ぱいぱのうん 

 

【回答１】 

BOOMS と Best に分けられるのでしたら、TVOntario と同じ考え方になります。 

引大大 BOOMS 大 Best 引と書いてよいと思います。 

英語の年月日の書き方は、点訳フォーラムＱ＆Ａ第４章その７「英語」の現在の 21．を参照してくださ

い。原文でスラッシュが使用してあれば「てびき」p136 のスラッシュ「（④⑤⑥ヤ）（拡や）を用いて書きま

す。 

ただ、年月日の書き方は英語では、年が最後になることが多いので、「BOOMSBest,2017/07/30」全体

が英語なのか疑問に感じています。参考文献と言うことですが、これで一つの文献のすべてなのでし

ょうか。BOOMSBest だけを外国語引用符で囲み、コンマは読点にして、数 2017■数 07■数 30 と日 

本語で書いた方がよいかもしれません。ネットを検索した日や資料の発行年月日などを表しているの

かもしれません。 

 

BOOMSBest,2017/07/30 

× 八ぱぱいたたぬのぱいらのとっ無数２０１７無数０７無数３０ん 

 

〇 八ぱぱいたたぬのぱいらのとん、無数２０１７無数０７無数３０ 



 

【質問２】 

 BOOMSBest,2017/07/30 の回答ありがとうございます。 

質問が中途半端ですみませんでした。お尋ねしたときは、「BOOMSBest,2017/07/30」を 全体を外

国語引用符で囲んで、コンマ、日付のスラッシュはマス替えしておりましたが、お答えしていただいたと

おり、BOOMSBest だけを外国語引用符で囲み、コンマは読点にして、数 2017■数 07■数 30 と日本語

で書くようにしたいと思います。年月日の書き方は日本語だとらえたほうがいいのかなと思いました。

確かに、クレジットカードに印字されている日付は年が最後に書いてありました。日付の前にコンマがあ

ったり、なかったりするのもありますが、原文どおりに読点、或いはマスあけにしたいと思います。 

 年しかない、CineLive 2002 も 2002 まで全体を外国語引用符で囲んでいましたが、 CineLive を

外国語引用符で囲み、１マスあけて数 2002 の書き方に統一したいと思います。 

 

 原文の参考資料は以下の通りです。（全部ではないのですが大まかなものをあげました。） 

●lｎtｅｒｖieｗ（記事） 

・ Ecran 1978 

・ The Guardian 1998 

・ CineLive 2002 

・ VANITATIS, 2016/03/10 

・ BOOMSBeat, 2017/07/30 

 

 

 

 

【回答２】 

参考文献をお知らせいただきありがとうございます。お答えしたとおりでよいように思いました。 

 

 

BOOMSBest,2017/07/30 

八ぱぱいたたぬのぱいらのとん、無数２０１７無数０７無数３０ 

 

 

CineLive 2002 

八ぱうおつらぱにおひらん無数２００２ 

 



21．p137 １．英語 (6) 

『点訳フォーラムより』 

英語の参考文献の年月日の書き方についてお尋ねします。英語点字のマスあけは基本的に原文通り

ということですが、次の場合どのようにするのがよいのでしょうか。 

全て外国語の参考文献です。 

DW『We are・・・・・』22.11.2018 

22.11.2018 の年月日の書き方ですが、原本の参考文献がほとんど外国語で書かれており、数も多いの

ですが、年月日の書き方がそれぞれ異なっています。ピリオドが用いられているもの以外に、

3/18/2020 と斜線が用いられているものや、2020-03-15 とハイフンが用いられているもの、30 apr 

2019 といったものがあります。 

『初歩から学ぶ英語点訳』p129 には、「日付を略記する場合は、墨字で斜線などが用いられていても、

点字ではハイフンを使う」とありますから、3/18/2020 は斜線を使わず、 数 3-18-2020 とハイフン

を使い、ハイフンの後は数符を使わず書けばよいということでしょうか。また、「斜線など」という書き

方がされていますが、ピリオドが使われているものもハイフンにした方がよいということはありますか。 

 

【Ａ】 

英語の年月日の書き方は、原文でピリオドが用いられていれば、ピリオドで一続きに書きます。ピリオド

（②⑤⑥の点）の後ろは数符を省略します。 

数２２②⑤⑥１１②⑤⑥２０１８ 

「初歩から学ぶ英語点訳第４版」p129 には、ご質問のような記載がありますが、現在一般書の英語点字

は、「初歩から学ぶ英語点訳第４版」に書かれている表記を基本としてはいますが、数字と一部の記号

の書き方はＵＥＢの表記を取入れるという変則的な方法を採用しています。ですから、これだけ読めば

よいというお勧めできる参考書がない状況です。 

「初歩から学ぶ英語点訳」ではハイフンの後ろは数符を省略することになっていますが、現在の一般

書の英語点字の数字の書き方ではハイフンの後ろには数符を用いることになっていますので、ハイフ

ンを用いた方法をお勧めせずに原文通り、ピリオドを用いることをお勧めします。 

英語の場合は原文通りが基本となりますので、年月日に関しても、ピリオドが使われている場合は、先

の回答でお示ししたような書き方で、スラッシュが用いられている場合は、「てびき」p136 のスラッシュ

（④⑤⑥ヤ）を用いて、数３④⑤⑥ヤ数１８④⑤⑥ヤ数２０２０と書き、ハイフンを用いて書いてあれば、ハ

イフンを用い、ハイフンの後ろに数符を入れて数字を書くのがよいと思います。 

数字と記号の関係は、「てびき」p137 (6)を参照してください。 

 

・スラッシュ 

3/18/2020 → 数３④⑤⑥ヤ数１８④⑤⑥ヤ数２０２０ → 数３拡や数１８拡や数２０２０ 

 

・ハイフン 

3-18-2020 → 数３③⑥数１８③⑥数２０２０ → 数３」数１８」数２０２０ 

 

・ピリオド 

22.11.2018 → 数２２②⑤⑥１１②⑤⑥２０１８ → 数２２。１１。２０１８ 



２．p197 ２．ページの付け方 

『点訳フォーラム』より 

ページの付け方についてお尋ねします。前書き序文などは下がり数字を用いるとされていますが、

序章も下がり数字を用いるのでしょうか。 

序章 第１章…第１０章 終章とある本です。 

 

【Ａ】 

まえがき、序文、はじめに、序章などは、「てびき」p197 ２．にあるように、本文と独立している場合は

下がり数字でページを付け、本文の内容と連続性が強い場合は、本文と通しページにします。 

ただ、「まえがき、序文、はじめに」などより「序章」はすでに本文の内容が始まっている場合が多いよ

うに思います。そのような場合は、序章から、１ページとします。 

                                『点訳フォーラムより』 

 



『全視情協点訳掲示板』より 

《Ｑ66》  

まえがき等は目次の後に用紙を改めて書くようになっていますが、点訳書凡例がまえがき等の前に来

たときは、点訳書凡例が終わったあとにページを替えてまえがき等を点訳してよいのでしょうか？点

訳書凡例は点訳書独自のものなので、点訳書凡例が終わったあとは用紙替えをし、奇数ページからま

えがきを書き始めた方がよいのでしょうか？ 

《Ａ》  

一般に、用紙替えをするのは、表紙のあと、目次のあと、下がり数字のページ付けが終わったあと、１

ページからのページ付けが終わった奥付の前となります。ですから、本文の前に書く、点訳書凡例、献

辞、前書き・序文などは、ページ替えで書きます。また、本文の後ろに続く、あとがき、初出一覧、参考文

献、著者紹介などもページ替えで書きます。 

 

 



『点訳フォーラム』より 

35．p203 ５．まえがき・序文・凡例・あとがき・解説など (1) 

「それぞれページや用紙を改めて書く」とありますが、「それぞれ」とは、どれが「ページを改める」で、

どれが「用紙を改める」ということでしょうか。 

ページを改める＝偶数ページからの書き出しでもＯＫ 

用紙を改める＝奇数ページからの書き出し 

との理解でよいでしょうか。 

また、本文がＦｉｎ．として終わった後に、特別書き下ろし番外編、あとがきと続きますが、これは「ページ

を改める」のでしょうか、「用紙を改める」のでしょうか。 

 

 

【Ａ】 

「用紙を改める」は印刷したときに、用紙が替る所ですから 

ページを改める＝偶数ページからの書き出しでもＯＫ 

用紙を改める＝奇数ページからの書き出し 

は、正しいご理解です。 

そのうえで、用紙を改めるのは 

１．標題紙から目次に移るとき 

２．目次から下がり数字のページ付けに移るとき 

３．下がり数字のページ付けから、本文１ページに移るとき 

４．奥付に移るとき 

だけになります。下がり数字のページ付けがない場合は、目次から本文に移るときに用紙替えになりま

す。 

それ以外は、「ページを改める」ことになります。 

点訳書凡例、献辞、まえがき、序文などを下がり数字のページ付けで書く場合は、それぞれの間はペー

ジを改めて書きます。 

また、本文の後に、あとがき、解説、著者紹介などが来る場合も、それぞれページを改めて書きます。 

ご質問の本文の後に、特別書き下ろしがある場合も、本文と通しページにして、ページを改めて書きま

す。 

 



３ ローマ数字の書き方  １．p42 【処理】 

『点訳フォーラム』より 

 

「てびき」ｐ42 の【処理】や、ｐ76 の【処理】に「ローマ数字を用いる必要がほとんどないと思われる場

合は、数字に代えて点訳することができる」とあります。 

原本通りにローマ数字を使わないで、数字に代えて処理をする理由を教えてください。 

また、「Ⅰ」を「アイ」という場合は別ですが、ほとんどの場合、点字では、ローマ数字は数符を用いた数

字に代えられるように思いますが、ローマ数字を数字に代えないほうがよいのは、どのような場合で

しょうか？ 

以下のような場合はどうしたらよいでしょうか？ 

①『全訂 判例先例相続法』 Ⅰ～Ⅴ  （書名） 

②『東南アジア史Ⅰ 大陸部』 山川出版社（書名） 

③飛鳥Ⅱ（クルーズ客船の名） 

④血液凝固因子の中で第Ⅷ因子または第Ⅸ因子に異常 

⑤イギリス女王  Queen ElizabethⅡ 

 

【Ａ】 

ローマ数字は、多くの場合大文字のアルファベットで書きますので、点字の場合、数字で書けば二マス

あるいは３マスで書き表せるところを、Ⅰは３マス、Ⅱは５マス、Ⅲは６マス必要になります。また、Ⅴや

Ⅹ、Ｌ、Ｃとなると、数字かどうかの区別も分かりにくく、正確に読むことも大変です。 

最近の例ですが、コロナに関する市長からのメッセージのように先が見えない文書に番号をつける場

合、初めは、視覚的なイメージからローマ数字でⅠ、Ⅱ、Ⅲと付けても、ⅩⅦ、ⅩⅧとなるとローマ数字

では、墨字でも読むのも大変ですし、点字では７～８マスも必要になります。 

このように、ローマ数字は視覚的イメージに訴える使い方が多いので、単に番号が分かればよい場合

には、点字では数符を用いた数字で書いた方がよいというのが、この【処理】の趣旨です。ただ、点訳の

場合、固有名詞の場合やローマ数字の書き方が定着しているもの、書名で、単に巻次ではなくタイトル

名に入っている場合、「数Ⅱｂ」のように内容に関係する場合などには、ローマ数字をそのまま使用した

方がよいと思います。 

ただ、固有名詞かどうか迷う場合も多く、以前よりは原本通りにローマ数字を用いる書き方が多くなっ

たように思います。 

ご質問にあった以下の場合、①、④は数符を用いて数字で書いてよいと思います。 

②は迷いますが、書名ととらえてローマ数字で書いた方がいいように思います。 

 

①『全訂 判例先例相続法』 Ⅰ～Ⅴ   数字 

無無外」濁せんてい無無はんれい無せんれい無そー濁そくほー」二無 

数１～～数５ 

②『東南アジア史Ⅰ 大陸部』 山川出版社  ローマ数字 

無無外」とーなん無あ濁しあし無無、ぱお無無たいりく濁ふ」二無 

やまかわ無拗すっぱはん拗さ 

③飛鳥Ⅱ  ローマ数字 

無無あすか無、ぱおお 



④血液凝固因子の中で第Ⅷ因子または第Ⅸ因子に異常  数字 

無無けつえき無ぎこーこ無いんしの無なか濁て無濁たい数８無いんし無 

またわ無濁たい数９無いんしに無いぎそー 

⑤イギリス女王  Queen ElizabethⅡ  ローマ数字 

無無い濁きりす無ぎそおー無八ぱてはららつ無ぱらにおまあいらとり無 

ぱぱおおん 

 

 

 

 



37．p140 ２．ホームページやＥメールアドレス  『点訳フォーラム』より 

Twitter アカウントのユーザーID(表示名の下に記載される、@May_Roma、@nhk_nehorin、

@atsushilonboo など)は、アドレス囲み符号で囲むのでしょうか。 

以前、フォーラムに寄せられた「ID もアドレス囲み符号で囲むのか」という質問に対して、「情報処理点字

符号特有のものが含まれていれば、アドレス囲み符号で囲む」という回答でしたが、「@」は情報処理以外

でも使われるようになり、「_」は含まれないこともあるため、「情報処理に特有」と言えるのかがわからなく

なりました。 

価格.com、お名前.com、ヨドバシ.com など、仮名と.com が連続するサイト名は、「価格」「お名前」「ヨド

バシ」のあと、マス開けなしでアドレス囲み符号を使用した「.com」と続ければよいのでしょうか。 

【Ａ】 

最近はこのような表現が多くなり、アドレス囲み符号で囲むかどうか迷うことがしばしばあります。 

ただ、４章の「その４ 伏せ字とマーク類」にあるアットマークは、メールアドレスやＩＤの＠に使用するため

のものではありません。用法が異なりますので、ユーザーＩＤなどに用いることはできません。 

@May_Roma、@nhk_nehorin、@atsushilonboo などのユーザーＩＤはアドレス囲み符号で囲んで書きま

す。ユーザーＩＤなどでも、アルファベットだけで書かれている場合は文脈によっては、外国語引用符で囲

んで書いてもよいと思います。 

カカク、オナマエ、ヨドバシなどの後を一マスあけて、アドレス囲み符号で囲んで書きます。価格.com、お

名前.com、ヨドバシ.com などは、正式なアドレスではなく、サイト名ですので、マスあけをして構いませ

ん。 

お名前.com の正式アドレスは、https://www.onamae.com です。このアドレスを書く場合は、全体をア

ドレス囲み符号で囲んで書きます。 

@May_Roma → ⠠⠦⠪⠠⠍⠁⠽⠐⠤⠠⠗⠕⠍⠁⠠⠴⠰ 

@nhk_nehorin →⠠⠦⠪⠝⠓⠅⠐⠤⠝⠑⠓⠕⠗⠊⠝⠠⠴⠰ 

@atsushilonboo →⠠⠦⠪⠁⠞⠎⠥⠎⠓⠊⠇⠕⠝⠃⠕⠕⠠⠴ 

価格.com →⠡⠡⠩▯⠠⠦⠲⠉⠕⠍⠠⠴ 

お名前.com →⠊⠅⠵⠋▯⠠⠦⠲⠉⠕⠍⠠⠴ 

ヨドバシ.com →⠜⠐⠞⠐⠥⠳▯⠠⠦⠲⠉⠕⠍⠠⠴ 



【Q】 

 佐賀県立点字図書館の名称がかわりまして、「佐賀県立視覚障害者情報・交流センター”あい さが”」

になる予定です。愛称の“あい”には、eye（目）・愛・I（自分らしく）という意味があります。この「あい さ

が」についての質問です。 

 固有の部分は「自立可能な意味の成分」ここでは「さが」ですが「あい」の普通名詞の部分が 3 つの

意味にとれるのですがこの場合はどのように考えたらよいでしょうか？「eye」と「I」の意味の部分を考

えると2拍以上の外来語なので切れる要素となり「あい■さが」。「愛」の意味の部分を考えると漢字 1

字の漢語となって「あいさが」。 

 墨字の部分が「”あい さが”」半角マスがあいているので「あい■さが」。 

以上のように考えると思うのですが、切れ続きは「あい■さが」と考えてよろしいでしょうか？「 

 

 

【A】 

「点訳フォーラム」へお問合せいただきありがとうございます。 

お寄せいただきましたご質問にお答えします。 

 

お考えの通り、「アイ■サガ」と書くのがよいと思います。 

施設愛称「あいさが」は、複合名詞として一語になっているというより、 

「あい」にいろいろな意味を持たせて命名されていますので、 

区切って書いて、「あい」の意味も、「佐賀」という固有名詞も強調した方が 

よいと思います。 

「アイサポート」のように複合名詞になっている場合は、「eye サポート」と 

「愛サポート」では、切れ続きが異なってきます。 

 

 

お答えは以上です。 

 

あいさが → あい無さ濁か 



『全視情協点訳の掲示板』より 

第５章 書き方の形式 その１ 本文の書き方 

 《Ｑ50》 行替え・行移しについての質問です。 「てびき」p148〈処理２〉に「カギで囲んだ会話や引用文

のあと、次行の行頭１字目から 「と」などの助詞が書いてある場合、行を替えて一マス目から書く」とあ

りますが、カギがない引用文のあとの次行の行頭の「と」は一マス目から書いてよいでしょうか？  

 

《Ａ》 引用文のあとの次行であっても「と」が１字目から書いてあれば、原本の通り一マス目 から書き

ます。 「Ｑ＆Ａ第２集」Ｑ114 も参照してください。 

 

 

 



『全視情協点訳の掲示板』より 

第５章 書き方の形式 

その１ 本文の書き方 

《Ｑ38》 

てびきｐ148「行替え・行移し」の「処理２」の解釈の仕方をお訊きいたします。 

例えば、 

彼は、「それは名案だ」 

といった。 

などのように、主語の後ろに会話があり、次行の行頭に「と」とあるような文でも、会話の後ろで行移し

をし、行頭１マス目から「と」と書いてもいいのでしょうか。それとも、頭に主語があるのであれば、一つ

の文と考えて、「と」は行移しをせずに続ける方が良いのでしょうか。 

《Ａ》 

「表記法」p100 第５章第１節の１．のルールでは、「カギ類で囲んだ会話文や引用文を「と」などの助詞で

受ける場合は、行を替えても、原則として行頭の一マス目から書き表す」とあり、用例を見ても、独立し

た会話文を受けている場合と考えられます。本来、ご質問の用例のような場合は、行を替えないでカ

ギを閉じた後に続けて書くのが一般的な方法で、この書き方は、墨字の書き方としても正しい書き方と

は言えないと思います。しかし、出版されている本にもいろいろな本がありますし、イラストや写真など

が多い本では行の長さが 1行ごとに変化していたり、著者のくせなどもあることが考えられます。点訳

では、原本の意図やレイアウトを考慮して、判断する必要があります。そこで、「てびき」p148 の＜処理２

＞では、「～「と」などの助詞が書いてある場合は、行を替えて一マス目から書く」という表現になって

います。イラストとの関係や視覚的なレイアウト上、「と」から行を替えて書いてある場合には、点訳で

は、カギを閉じた後に続けて「と」と書いてよいと思います。視覚的なレイアウト上の意図が考えられず、

その本全体を通して「と」から行を替えて書いてあるような場合には、原本の通りに点訳してよいと思

います。 

 

彼は、「それは名案だ」 

といった。 

無無かれわ、無「それわ無めいあん濁た」 

と無いった。 

 

なお、カギ類で囲んだ会話文や引用文を「と」などの助詞で受ける場合は、行を替えても、原則とし

て行頭一マス目から書き表す。 

 

『日本点字表記法 2018 年』より 



『全視情協点訳の掲示板』より 

第５章 書き方の形式 その１ 本文の書き方  

  《Ｑ51》  

１．1 行あけが多い原本です。 

 書き出しと行替えを原本通り点訳してもよいかどうか。（点訳したときに、読みにくく ないだろう

か？）  

もしくは、ボランティア自身で判断できれば（句点で文章が終わったところなどで）そ の箇所までは

行替え無しで点訳してもよいのでしょうか。  

 

（以下、原本より抜粋）  

------------------------------  

「専門的な勉強をしたから」とか、  

「教育関係の仕事をしていましたから！」っておっしゃる方。  

私は、「そりゃー、素晴らしい！」って口にはしますが、  

心の中では、早めに気づいてねって思います。 

 （中略）  

「こんなはずじゃなかった！」  

と、大きな後悔をすることが、とってもとっても多いんです。  

（中略） 

今からお話することは私の、そしてたくさんのお母さんたちの  

「悩み、考え、やってみて」、そこから知ることができた  

たくさんの「ああ、そういうことか？」をあなたにお届けする、 

私たちからのお便りです。 

 （中略）  

今、私はそれを【包む】と言っています。 

この【包む】について明確に説明するのはなかなか難しいのですが、  

＊原本 1 行あけ＊ 

例えば、不安におびえている時や、恐怖を感じている時には、 

何かを始める気持ちにはなりませんよね。  

もうだめだ、と思った時や落ち込んだ時には、 

「やっぱり無理だ」「どうせ僕にはできないんだ」って思ってしまいます。 

 ------------------------------  

 

２．メールのやり取りをしていて、いただいたメールを返信する際に引用している、と いう内容です。引

用の部分は、原本通り３マス目から棒線を用いて点訳してもよいでしょうか。  

 

（以下、原本より抜粋） 

 ------------------------------  

パピーさん、こんにちは。メール返信ありがとうございました。 

 ―『言葉の使い方に違いはあったとしても、 

 ― その時の雰囲気が「指示」「命令」だとしたら、 

 ― 同じことだと思うのですね』  



このメールを読んでから、よく考えてみたんです。 

 ------------------------------ 

 （石神明生著『子育てのイライラ・ガミガミがなくなる本 ちょっと見方を変えるだけ！』より） 

 

 《Ａ》  

１．２．とも、これだけが正答ということはありませんが、誤解なく読めて、できるだけ読みやすい方法

を採用するのがよいと思います。  

 

１．これを原文どおりに、原文の１行毎に行替えしていくと、とても読みにくいし、著者も点訳したとき

の１行までを意図していたわけではないと思います。  

文の書き始めは３マス目から書き、句点のところや、会話のカギをとじた後などに行替えをして書け

ばよいと思います。  

行あけについては、ご質問の箇所だけでは判断がつかないのですが、原則として原本の通りに行あ

けしてはどうでしょうか。  

 

２．メールをそのまま引用してあるので、これもメールの１行を原本で１行に書いています。 

 この場合は、棒線はなくても、二重カギで囲まれている部分が引用部分と分かりますの で、棒線

は省略してよいと思います。  

『言葉の使い方に違いはあったとしても、その時の雰囲気が「指示」「命令」だとした ら、同じことだ

と思うのですね』  

このように書いてある文を点訳するのと同じ方法でよいと思います。 

また、この本全体に、メールの引用部分が同じ書き方で書いてあれば、上のように統一して書いてよ

いと思います。 



1 1（墨点字）Q51 点字の書き方・書き出しと行替えを原本通りに点訳してもいい？.BESX
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2 2（墨点字）Q51 点字の書き方・書き出しと行替えを原本通りに点訳してもいい？.BESX
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3 3（墨点字）Q51 点字の書き方・書き出しと行替えを原本通りに点訳してもいい？.BESX

                           \)

PD_#;#D&05> S51P *%0S J>05> 

*^).0?Y/Db

  J. _294 <T0?A1P <I AT0A+? 

W5T0?YRb

  V#S0AW !C* (> PDJZ05?. #1#10 

0AW0AW0A %I%9 NT  (>"> WA54 

A+905K6D&<3Vb

        2222222222222222b



（『点訳フォーラム』へ質問） 

行替え・行移しについて質問です。 

行替えが多い文章です。「と」などの助詞は、てびき１４８ページ処理２、 「Q＆A２集」Q114 を参考にし

て考えることができるのですが、1 行の３マス目だけ「や」、「などが、」の助詞をかいて、次の行にカギ

で囲んだ文がくるのが、とても読みにくいと思うのですが・・・。「カギのある引用文」、助詞「や」「など

が、」すべて、段落があるので、原本通りに点訳したほうがよいのか迷います。 

 

（以下、原本より抜粋） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回答】 

「点訳フォーラム」へお問合せいただきありがとうございます。 

お寄せいただきましたご質問にお答えします。 

 

確かに行替えが多く、変わった形の文章ですが、著者が意図的にこのような表現をしているようです

し、この著者の他の本も見てみましたが、同じような特徴がありました。 

原本通りに点訳するのがよいと思います。 

 

  

 

 



 

 

『点訳のてびき 147-148 ページ』 

  

 



 『指導者ハンドブック第５章より』 

 １．行替え・行移し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 1（墨点字）「指導者ハンドブック第５章」行替え・行移し（てびき１４８ページ【処理２】）の問題.BESX
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2 2（墨点字）「指導者ハンドブック第５章」行替え・行移し（てびき１４８ページ【処理２】）の問題.BESX
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3 3（墨点字）「指導者ハンドブック第５章」行替え・行移し（てびき１４８ページ【処理２】）の問題.BESX
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4 4（墨点字）「指導者ハンドブック第５章」行替え・行移し（てびき１４８ページ【処理２】）の問題.BESX
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『点訳フォーラム』より 

【質問】 

標題紙と奥付について質問です。書名に使われている棒線が使われています。書名が「佐賀城下に

あった幻の大名庭園－観頤荘」中尾友香梨著です。 

奥付の書名欄では、書名を書いて、棒線で副書名をつなげる書き方をしますが、この書名だと、「大

名庭園」のあとの副書名の棒線が続くので、「観頤荘」が副書名として勘違いされてしまわないでしょ

うか？標題紙には「観頤荘」を棒線で囲まないので書名ととらえてもらえるのかなと考えます。（副書

名の後ろの棒線をわすれたのではないかとも、考えることはできますが・・・） 

 

 

 

 

 

 

 

３つ考えてみました。以下の通りです。 

 

「佐賀城下にあった幻の大名庭園－観頤荘」 

①原文のまま棒線をつかう → 

サガ■ジョーカニ■アッタ■マボロシノ■ダイミョー■テイエン■ーー■カンイソー 

 

②マスアケに棒線をマスアケにする → 

サガ■ジョーカニ■アッタ■マボロシノ■ダイミョー■テイエン■カンイソー 

 

③別の要素ということで棒線のところを二マスあけ 

サガ■ジョーカニ■アッタ■マボロシノ■ダイミョー■テイエン■■カンイソー 

 

  

 

【回答】 

 

原本の通りに①の書き方でよいと思います。この後ろに副書名が続く場合は、二マスあけに代える

などの工夫も必要になってくると思いますが、この本の場合は、この後ろに何もありませんので、問題

ないと思います。 

 

①原文のまま棒線をつかう → 

サガ■ジョーカニ■アッタ■マボロシノ■ダイミョー■テイエン■ーー■カンイソー 

 

 

 

 

 

棒線が使われてい

る？→ そのまま棒

線（ーー）使う 

 



８．p198 ３．標題紙 

『点訳フォーラム』より 

標題紙について。書名と副書名があって、副書名は前後を棒線で囲むと「てびき」に載っています。

副書名の中に棒線が使われている場合でも、前後に棒線を使うのでしょうか。また、奥付の書名蘭では、

前だけに棒線を使うと、副書名の中の棒線が後ろの棒線と勘違いされないでしょうか。 

 

【Ａ】 

標題紙で、副書名を囲む②⑤②⑤の線（ーー）は、棒線と形は同じですが、いわばレイアウト上のもので、

書名の下に、この線で囲まれていれば副書名と分かりますので、副書名の中に棒線があっても、誤読

の恐れはないと思います。 

奥付の場合は、初見であれば確かに読んでいて迷うところだと思いますが、標題紙等で、書名・副書名

を理解した上でのことですので、奥付のルール通りに書いて差し支えないと思います。 

副書名の中に棒線が使われてい

る？→ そのまま棒線（ーー）使う 



『点訳フォーラム』より 

参考資料 

６． 

イベントの案内などで、項目として日時と並べて「於 大会議室」と書いてあるのは、どのように点訳

すればいいでしょうか。 

「ダイカイギシツニテ」「ダイカイギシツニ■オイテ」などとしていいでしょうか。 

 

【Ａ】 

原文の文脈上不自然な読みとならないように、読むことになります。 

「於 大会議室」は、一般には、「ダイカイギシツニ■オイテ」と書いてよいと思います。 

類似の表現として「自 2019 年４月１日 至 2020 年３月 31 日」のように書かれている場合もあります。 

これも一般には、「～より～まで」と書いてよいと思います。総会資料の決算書などに用いられている

場合は、期間を表しているとして「波線」を用いて書いてもよいと思います。 

 

於 大会議室 

ダイカイギシツニ■オイテ 

→ 濁たいかい濁きしつに無おいて 

 

自 2019 年４月１日 至 2020 年３月 31 日 

2019 年■４月■１日ヨリ■2020 年■３月■31 日マデ 

→数 2019ねん無数４濁かつ無ついたちより無数 20２０ねん無 

 数３濁かつ無数３１にちま濁て 

 

2019 年■４月■１日～2020 年■３月■31 日 

→数 2019ねん無数４濁かつ無ついたち「」数 20２０ねん無 

数３濁かつ無数３１にち 

 

 

 

（於 体育館） 

タイイクカンニ■オイテ 

→ 七たいいくかんに無おいて七 

 

（於 各教室） 

カク■キョーシツニ■オイテ 

→ 七かく無拗こーしつに無おいて七 

 

（於 各生徒会室） 

カク■セイトカイシツニ■オイテ 

→ 七かく無せいとかいしつに無おいて七 



       『点訳フォーラム』より 

  

【質問】 

 記号の書き表し方についてのお尋ねです。「今日も小原台で叫んでいます」ぱやぱやくん著でどう

表した方がいいでしょうか？ 

 

①原文 

航空＞＞＞海上＞陸上 

・このまま記号「ダイナリ」をそのまま読んで、 

この「＞」が３つあるので、コークー■ダイナリ■ダイナリ■ダイナリ■カイジョー■ダイナリ■リクジ

ョー 

・点訳挿入符をつかって 

コークー点挿ダイナリ 記号が３つ点挿■カイジョー■ダイナリ■リクジョー 

コークー点挿ヒジョーニ■オオキイ点挿■カイジョー■ダイナリ■リクジョー 

 

②原文 

防大生の朝は早く、0600 には起床します（防大や自衛隊では「：」なしで時刻を表示します）。 

・原文の「0600」は 数符 0600 と書いて、「：」は「コロン」と言葉に置き変えていいでしょうか？ 

 

【回答】 

 

１．航空＞＞＞海上＞陸上 

コークー■ダイナリ■ダイナリ■ダイナリ■カイジョー■ダイナリ■リクジョー 

こーくー無濁たいなり無濁たいなり無濁たいなり無かいじそー無 

濁たいなり無りくじそー 

コークー■ダイナリ点挿記号が３つ点挿■カイジョー■ダイナリ■リクジョー 

こーくー無濁たいなり七七き濁こー濁か無みっつ七七無かいじそー無 

濁たいなり無りくじそー 

のいずれかになると思います。 

ダイナリを３回書いても、マス数が非常に多くなるわけでもありませんし、強調の感 

が出ていて、よいように思います。 

 

２．数０６００では時刻の略記かどうか分かりませんので、「てびき」p195 の日時の 

略記で 数０６②⑤００で書き、 

（防大や自衛隊では「：」なしで時刻を表示します）。のところで、「：」を「コロ 

ン（②⑤の点）」と書いたらどうでしょうか。 

数の略記を用いる場合は、点訳書凡例で断わりますので、数の略記を用いたことと、 

「原本ではコロンは用いられていないが、点訳では②⑤の点を使用して表した。」の 

ように断わればよいと思います。 

数０６ー００にわ無き拗そー無します七濁ほー濁たいや無濁しえいたい濁てわ無 

「ころん七数２数５の無てん七」無なし濁て無濁しこくを無拗ほーき無します七。 



『点訳フォーラム』より 

 

【質問】「／」の書きか方についてお尋ねです。文中に「／」が使われた文

（ギターの話をしている）があります。この「／Am」をどう処理すればい

いのかお教えください。 

以下のとおりです。 

 

「A と E の間に、A マイナーを挟んでみました」 

僕はルーズリーフを取り返して、「A」の右に「／Am」と書き足した。 

 

 

【回答】 

 この斜線は、いわゆるスラッシュの記号ではなく、ＡとＥのあいだに、

ナナメ線を入れてＡｍと書き入れたという意味ですので、記号は使用で

きないと思います。 

そこで、点訳挿入符を用いて次のように書いたらどうでしょうか。 

「Ａ」ノ■ミギニ■「点挿シャセンヲ■カイタ■アトニ点挿■外大Ａｍ」ト

■カキタシタ。 

 

 

 

「A」の右に「／Am」と書き足した。 

 

×英語のスラッシュ「／」を使って   点訳のてびき１３６ページ 

「、ぱあ」の無み濁きに無」拡や無、ぱあぬ」と無かきたした。 

 

 

〇点訳挿入符を使って 

「、ぱあ」の無み濁きに無」七七拗させんを無かいた無あとに七七無 

、ぱあぬ」と無かきたした。 

 



      『点訳フォーラム』より 

 【質問】 

小数点以下の０００の数字についてお尋ねです。灯台のはなしのなかで、光度の単位をあらわす「カ

ンデラ」という単位があるのですが、「60.000 カンデラ」、「67.000 カンデラ」と原本に書かれています

が、点訳者は、原本通り小数点以下の３の「0」を書いているのですが、校正者から「６０カンデラ」と、小

数点以下の「０」を省略するようにとのことでした。校正者は読みやすさを考えられたと思いますが、

明らかな誤りをではないと思います。この場合は点訳者の意図を尊重してもよろしいでしょうか？他

に、てびき、表記法で規則はあるのでしょうか？ 

  

 読みの方で「スカート捲り」という語がでてきました。自分は「スカートメクリ」と思っていたのですが、

「スカートマクリ」ではないかという意見がでてきました。大辞林をみるとどちらの読みもあります。「メ

クリ」は受動的で「マクリ」は能動的な感じがするので「スカートメクリ」ではと思うのですがどうでしょ

うか。 

 

原文（灯台のことをかかれている） 

毎秒 16秒ごとに赤一閃光、白一閃光 

・赤いひかりが 1回という意味で、 

「アカ■数１センコー」「シロ■数１センコー」でいいでしょうか？ 

 

【回答】 

原本の通りに、小数点以下３桁まで書いてよいと思いま

す。 

ご質問の場合と関係するかどうか分かりませんが、LEDの

光度はカンデラの 1000 分の 

1のミリカンデラ(mcd)で表示され、一般的な LEDはおよ

そ 50 ミリカンデラ程度だそうで 

す。小数点以下３桁まで書かれているのには意味がある

のかもしれません。 

 

60・000 カンデラ 

数６０っ０００かん濁てら 

 

お考えの通り、受動的な場合は「めくり」、能動的な場合は

「まくり」と読んでよいと思います。 

スカート捲り 

すかーと無めくり 

 

アカ■数１センコー シロ■数１センコーと書いてよいと思います。 

あか無数１せんこー  しろ無数１せんこー 

 



    『点訳フォーラム』より 

【質問】 

複合語についてのお尋ねです。 

複合名詞の「含み笑い」 「はにかみ笑い」は複合動詞からの転成ではない語なので、「フクミ■ワ

ライ」「ハニカミ■ワライ」はわかるのですが、「ふくみ笑った。」「はにかみ笑った。」「はじらいわらっ

て、」が複合動詞から転成した語なのか、転成ではない語になるのかわかりません。原文は以下の通り

です。 

 

①電話口でふくみ笑った。 

②顔をしかめてハニカミ笑った。 

③はじらい笑って、小さな声でいった。 

 

複合動詞の判断目安として、 

・二つの動詞が合わさって一つの動作・状態を表す 

・二つの動詞の主体が同じである 

・時間的にかけ離れていない 

・動作や状態の方向が一致している 

・二つの動詞が「～て（ながら）･･･する」のような一連の動作になっている 

などが複合動詞かどうかの判断の目安に当てはめると 

「ふくみ笑った。」「はにかみ笑った。」「はじらいわらって、」は「フクミワラッタ」「ハニカミワラッタ」「ハ

ジライワラッテ」と一続きになるのかなとも考えます。 

 

【回答】 

独特な表現方法で、複合動詞として用いていると思いますので「フクミワラッタ」「ハニカミワラッタ」

「ハジライワラッテ」と一続きに書いて良いと思います。 

ふくみ笑った 

ふくみわらった 

はにかみ笑った 

はにかみわらって 

はじらい笑って 

は濁しらいわらって 

参考『指導者ハンドブック第３章』より 

 「探し歩く」「生まれ育つ」など二つの動作が合わさって一つの動作状態を表すものを複合動詞と

いい、二つの動詞の主体が同じであって、時間的にかけ離れていない、動作や状態の方向が一致して

いる、二つの動詞が「～て（ながら）･･･する」のような一連の動作になっているなどが、判断の目安に

なります。 

 一般に、他の動詞の後ろに付いて複合動詞を作りやすいものは、「合う、上がる、上げる、合わせる、

いる、入れる、得る、落とす、終わる、返す、返る、掛かる、掛ける、かねる、切る、込む、去る、過ぎる、出す、

立つ、立てる、付く、尽くす、付ける、続ける、出る、取る、直す、抜く、始める、張る、回す、回る」などの動

詞ですが、それ以外の場合は、文脈にも注意しながら、上記の目安から判断します。 

 

「持って□回った」「取って□つけた」のように内部に助詞の「て」「で」を含む場合は、「て」「で」の後



ろで区切って書きます。 

コラム           『指導者ハンドブック第３章』より 

複合動詞から転成した語の見分け方 

複合動詞から転成した複合名詞には、下のＡ群のような語があります。 

これらは、「思いすごす（思いすごし）」「数え忘れる（数え忘れ）」「仕切り直す（仕切り直し）」のよう

に、動詞の終止形を作ります。 

一方、Ｂ群の語は、複合動詞から転成した語ではないので、動詞の終止形を作りません。動詞の形に

するときは「～する」となります。 

  送り迎える（×） → 送り迎えする → オクリ□ムカエ 

  思い出し笑う（×） → 思い出し笑いする → オモイダシ□ワライ 

  考え違う（×） → 考え違いする → カンガエ□チガイ 

 

 Ａ群 複合動詞から転成した語 

  思いすごし  数え忘れ  仕切り直し  絞り残し  せせら笑い 

  使い惜しみ  作り直し  伝い歩き  包み隠し  照らし合わせ 

  通りすがり  握りつぶし  払い戻し  払い渡し  向かい合わせ 

  譲り渡し 

 

 Ｂ群複合動詞からの転成ではない語 

  送り□迎え  思い出し□笑い  考え□違い  忍び□笑い 

  すすぎ□洗い  互い□違い  使い□走り  作り□笑い 

  はにかみ□笑い  含み□笑い  見込み□違い  見込み□外れ 

  当たり□障り  係り□結び 

 

『てびき Q＆A』より 

 



※転成：ある語が本来の文法的機能を失って、他の品詞としての性質を持つようになること。ある品

詞から他の品詞に転成した語を転成語という。  

例：光り（動詞「光る」の連用形）→光（名詞） 

  遊び（動詞「遊ぶ」の連用形）→遊び（名詞） 

  露（名詞）→つゆ（副詞）（つゆ知らず） 

 

複合名詞 

複合名詞の内部に３拍以上の意味のまとまりが２つ以上あれば、その境目で区切って書くことを原則

とします。 

 ※「幼なじみ」の「オサナ」のように形容詞の語幹をふくむ言葉や、区切ると意味の理解を損なうと

思われる語は続けて書く。 

 ①漢字２字のの漢語は、２拍であっても３拍以上の意味のまとまりと同様に扱う。  

例：母子年金→ボシ■ネンキン  

 ②２拍の外来語は、複合語の他の構成要素との関係で区切る場合もある。 

  ア・相手が２字以上の漢語の場合、原則として区切って書いてよい。 

     ビル■管理人 バス■停留所 メモ■用紙 計算■ミス 

  イ・相手が３拍以上の和語の場合、原則として区切って書いてよい。 

     いちご■ジャム ゴム■長靴 スト■やぶり 

  ウ・相手が長い外来語の場合は、区切って書く。 

     コントロール■キー エア■ターミナル  

 ③２拍の語でも、特に自立性が強い場合は、区切って書く場合もある。 

  県■体育館 年■平均 要■問い合わせ 

 

複合動詞  

 名詞＋動詞 夢見る 真面目くさる 耳慣れない 指さす、腰掛ける  

 形容詞の語幹＋動詞 美しすぎる 近寄る 若すぎる  

 形容動詞の語幹＋動詞 静かすぎる  

 動詞の連用形＋動詞 歩き始める 歌い続ける 泣き叫び続ける 見送る…  

※動詞の連用形＋て（助詞）＋動詞は 「て」の後ろで区切ります。  

持ち帰る モチカエル         持って帰る モッテ■カエル  

聞き回る キキマワル         聞いて回る キイテ■マワル  

重ね合わせる カサネアワセル     重ねて合わせる カサネテ■アワセル 

 

複合形容詞 

 動詞の連用形＋形容詞 読みにくい 信じやすい 暮らしにくい 

 形容詞の語幹＋形容詞 細長い 暑苦しい 古くさい 

 名詞＋形容詞 心にくい 涙もろい 人間くさい … 

 

複合語の切れ続きの原則は極めて簡単です。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

もちろん、意味の理解のしやすさや発音上の切れ目などを考慮して、上の「原則」から考えられるマ

ス空けと異なる場合もしばしばありますので、詳しくは各項目を参照してください 

 

追加説明 

 カタカナ書きで表記されていても、外来語とはかぎりませんので注意してください 

①「コンロ（焜炉）」のように、普通カタカナ書きされる語でも、本来漢字２字以上の漢語は切れる要

素として扱う。 

 ガスコンロ  → ガス□コンロ 

②「ビラ（びら／片／枚）」はほとんどの場合カタカナ書きされているが、本来は和語と考えられるの

で続ける要素として扱う。 

宣伝ビラ   →  センデンビラ 

 

１．外来語同士の複合語は、２拍+３拍、３拍+２拍など、複合して５拍以内のものは続けて書き、６拍以上

のものは区切って書く。 

  デーゲーム  （２拍+３拍）        ティーカップ （２拍+３拍） 

  ハーブティー （３拍+２拍）        ベスト□セラー（３拍＋３拍）  

  デイ□サービス （２拍+４拍）      カー□ステレオ  （２拍+４拍） 

  ロシアン□ティー （４拍+２拍）     ティー□セレモニー （２拍+５拍） 

  クリスマス□イブ （５拍+２拍） 

 

２．日本語と外来語の複合語の場合には、２拍以上の外来語は、区切る要素と考えて区切って書く。複

合する日本語が３拍以上のときは区切って書き、２拍以下のときは続けて書く。ただし、漢字２字の２拍

の漢語は区切って書く。 

  バス□ノリバ  （バス乗り場）     バステイ   （バス停） 

  ロセン□バス  （路線バス）      ハトバス    （はとバス）  

  ビル□ケンセツ   （ビル建設）    ビル□アラシ  （ビル荒らし） 

  ビルカゼ    （ビル風）         コーソー□ビル （高層ビル） 

  ガス□ジコ   （ガス事故）       ガスケツ   （ガス欠） 

  トシ□ガス   （都市ガス）        ドクガス    （毒ガス） 



問題１ 分かち書きを考えましょう？ 

宝さがし  サッカーチーム  ホットケーキ  文化祭 

時代まつり  冬休み  休み時間  曇りガラス  ひな祭り 

親孝行  高等学校  メロンパン  国立国会図書館 

身体障害者手帳 

 

 

問題２ 分かち書きを考えましょう？ 

人形遊び、泥遊び          東日本、西日本 

勘定奉行、町奉行          桜並木、杉並木 

着物姿、旅姿            正月休み、夏休み、昼休み 

歴史学者、文学者          松茸ご飯、混ぜご飯 

チャッカリ娘、愛娘          岬めぐり、島めぐり 

ホームシック、マイホーム、ホームレス 

ミックスサンド、卵サンド、ツナサンド 

水銀中毒、食中毒 

心模様、雨模様 

懐具合、腹具合 

トランプ遊び、水遊び 

右半身、左半身 

 

問題３ 分かち書きを考えましょう？（漢字の漢語？和語？） 

基礎年金  観光都市  家具売り場  オペラ歌手  過疎地区 

事故現場  地下資源  模擬試験  土地ころがし 

頭文字  家事労働  冷凍海老  藁葺き屋根  浅草海苔 

年越し蕎麦  おたふく風邪  レーダー基地  事務処理 

部屋探し  土地探し  車井戸  車椅子 

野良仕事  仮名文字  トタン屋根 

春場所  落ち着き場所  茶屋小屋  茶屋遊び 

塩ラーメン  味噌ラーメン  醤油ラーメン 

 

問題４ 分かち書きを考えましょう？（複合名詞・複合動詞・形容動詞） 

思い出しかけた  尋ねあてる  切り崩し始めた  体にムチ打って  立ち返ってみよう 

世に送り出した  持って回った言い方  取ってつけたようなお世辞 

耳新しい専門用語  暮らしよい  心安く頼める  心弱くも  良し悪しだけでなく 

末恐ろしい  恐れ多い  インチキ臭い  口やかましく指図する  口さがないのは世の常 

分別くさいこと  肌寒い毎日  人恋しくなって  手持ち無沙汰  子供だまし 

巡り合わせ  素人くささ  好き嫌い  盛り付け  目の当たり  見てくれが悪い 

手のひら  手の甲  地の利  これを見てくれ  持ち帰る  走り去る  持って帰る 

 

※漢字の「漢語」と「和語」を調べるには「新潮

国語辞典」を参考に 

平仮名は和語（固有の日本語） 

片仮名は漢語（字音語） 

 



問題１ 分かち書きを考えましょう？ 

宝さがし  サッカーチーム  ホットケーキ  文化祭 

時代まつり  冬休み  休み時間  曇りガラス  ひな祭り 

親孝行  高等学校  メロンパン  国立国会図書館 

身体障害者手帳 

 

 

問題２ 分かち書きを考えましょう？ 

人形遊び、泥遊び          東日本、西日本 

勘定奉行、町奉行          桜並木、杉並木 

着物姿、旅姿            正月休み、夏休み、昼休み 

歴史学者、文学者          松茸ご飯、混ぜご飯 

チャッカリ娘、愛娘          岬めぐり、島めぐり 

ホームシック、マイホーム、ホームレス 

ミックスサンド、卵サンド、ツナサンド 

水銀中毒、食中毒 

心模様、雨模様 

懐具合、腹具合 

トランプ遊び、水遊び 

右半身、左半身 

 

問題３ 分かち書きを考えましょう？（漢字の漢語？和語？） 

基礎年金  観光都市  家具売り場  オペラ歌手  過疎地区 

事故現場  地下資源  模擬試験  土地ころがし 

頭文字  家事労働  冷凍海老  藁葺き屋根  浅草海苔 

年越し蕎麦  おたふく風邪  レーダー基地  事務処理 

部屋探し  土地探し  車井戸  車椅子 

野良仕事  仮名文字  トタン屋根 
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塩ラーメン  味噌ラーメン  醤油ラーメン 

 

問題４ 分かち書きを考えましょう？（複合名詞・複合動詞・形容動詞） 

思い出しかけた  尋ねあてる  切り崩し始めた  体にムチ打って  立ち返ってみよう 

世に送り出した  持って回った言い方  取ってつけたようなお世辞 

耳新しい専門用語  暮らしよい  心安く頼める  心弱くも  良し悪しだけでなく 

末恐ろしい  恐れ多い  インチキ臭い  口やかましく指図する  口さがないのは世の常 

分別くさいこと  肌寒い毎日  人恋しくなって  手持ち無沙汰  子供だまし 

巡り合わせ  素人くささ  好き嫌い  盛り付け  目の当たり  見てくれが悪い 

手のひら  手の甲  地の利  これを見てくれ  持ち帰る  走り去る  持って帰る 

 

※漢字の「漢語」と「和語」を調べるには「新潮

国語辞典」を参考に 

平仮名は和語（固有の日本語） 

片仮名は漢語（字音語） 
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【質問】 

 中点の処理にについて質問です。本のタイトルが『佐賀・九州の南方開拓者たち』山崎功著です。以下、

５つの中点の処理はどのようにしたらよろしいでしょうか？ 

 

タイトル 佐賀・九州の南方開拓者たち 

①近代日本・九州と「南洋」進出「先駆」 

②南洋を切り開いた豪傑・副島八十六 

③明治の豪傑・南洋探検家 

④インド・アジアの現在と日本のアジア主義 

 

見出しの項目はてびき 104 ページ（２）④「標題紙などで」の「などで」に当てはめるとこの場合は二マ

スあけよろしいでしょうか？もし、タイトル、①～④が文中に書かれていた場合はマスアケは違うのでし

ょうか？ 

 

 

 
 

 

 



【回答】 

タイトル「佐賀・九州の南方開拓者たち」は、九州の中の「佐賀」という位置づけではなく、「佐賀」と「九

州（福岡・長崎などを含む）」の「南方開拓者たち」という意味のようですので、中点を用いると思いま

す。 

 

①近代日本・九州と「南洋」進出「先駆」 

 ⇒ 近代日本と九州は並列ではなく、近代日本という時代の～という意味になると思いますし、さ

らに「近代日本」はマスあけを含みますので、「近代日本■■九州～」 

 

②南洋を切り開いた豪傑・副島八十六 

 ⇒豪傑■■副島八十六 

 

③明治の豪傑・南洋探検家 

 ⇒明治の豪傑であり、南洋探検家ということでしょうか？ 

  そうであれば、中点を用いて良いと思います。  

 

④インド・アジアの現在と日本のアジア主義 

 ⇒これも「インドとアジアの現在と～」という意味のようですので、中点を用 

いて良いと思います。  

 

見出しの項目はてびき 104 ページ（２）④「標題紙などで」の「などで」に当てはめるとこの場合は二マ

スあけよろしいでしょうか？もし、タイトル、①～④が文中に書かれていた場合はマスアケは違うのでし

ょうか？ 

  ⇒ これについては、「文・佐々木利明」が標題紙にあれば、二マスあけと言い切れますが、本文

中に「文・佐々木利明と挿絵・佐藤一郎で発行された絵本です」などのように書かれていた場合、「文」

のなかの二マスあけが不自然に感じられますし、このような場合は一マスあけで十分わかるので、一

マスあけにすることが多いということを含んでいます。見出しとして取り上げた場合と本文で変わる

可能性もあります。 

 

たとえば②が本文で南洋を切り開いた豪傑・副島八十六が生まれたのは佐賀県～だった。 

のようになっていれば、 

 ⇒～豪傑■副島八十六が～ 

となると思います。 

 

お答えは以上です。 

 



『点訳フォーラム』より 

【質問】 和歌に傍線、番号がある処理について質問です。 

 

下記の書き方（指示符や番号をカッコで囲む）だと、わかりずらいような気がします。まず、普通に和

歌を書いて、そのあとに、記号とか入れて書いた方がいいような気がしますが、①と②の和歌をどの

ように処理して点訳すればいいでしょうか？ 

 

① ？ 

 

 

 

 

 

② ？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【回答】 

 ①も②も、技法の説明も、「かきつばた」や「あはせたきものすこし」も取り 

出してありますので、傍線や番号は無視して、和歌だけをそのまま書くだけでも 

よいと思います。 

① 和歌だけそのまま 

 

② 和歌だけそのまま 

 
 

 

 原本の記号を表したい場合は、その部分を第１カギで囲みます。 

③⑥カ③⑥ラコロモ■③⑥キ③⑥ツツ■ナレニシ■③⑥ツ③⑥マシ■アレバ■ 

③⑥ハ③⑥ルバル■キヌル■③⑥タ③⑥ビヲシゾ■オモフ 

 

 ただ、②の番号までは和歌の中に入れることはできませんので、②も番号は無 

視して、①と同じように、第１カギで囲んでよいと思います。 

③⑥ア③⑥フサカ③⑥モ③⑥■③⑥ハ③⑥テハ■ユキキ③⑥ノ③⑥■③⑥セ③⑥ 

キモ■ヰ③⑥ズ③⑥■③⑥タ③⑥ヅネテ■トヒ③⑥コ③⑥■③⑥キ③⑥ナバ■カ 

ヘサ③⑥ジ③⑥ 

 

《各句の初めを読んでから、初句に戻り、各句の最後を読んでいく》のように説 

明を付け加えてもよいと思います。 

 
 

なお、技法の説明の都合上、古文の点字表記で書く必要がありますので、点訳書 

凡例か点訳挿入符で、古文の点字表記で点訳したことを断ります。 

 



全視情協『点訳掲示板』より てびき 198ページ参照 

 

《Ｑ68》  

標題紙の書き方についてお教えお願いします。 

ＴＲＣが長い場合の書き方に苦慮しています。下記の場合はどうなりますか。 

例１ 

タイトル 彼岸花の女 

副書名 文庫書下ろし／長編時代小説 乾蔵人隠密秘録 １ 

シリーズ名 光文社文庫 ふ２０－８． 光文社時代小説文庫 

例２ 

タイトル 風花躍る 

副書名 書き下ろし長編時代小説 

シリーズ名 返り忠兵衛江戸見聞 ［４］ 

上記２例は下記のようにしたいのですがいかがですか 

 

 

例１のように、副書名及びシリーズ名が長い場合は、副書名は「乾蔵人隠密秘録 １」 のみを記載。シリ

ーズ名は「光文社文庫 ふ２０－８」を記載。他の項目は記載しない。 例２は、シリーズ名は必ず記載する。

副書名は「入れる」「入れない」どちらにもとれ ます。 このような場合は施設・団体で決めてもよいの

でしょうが、最低限この項目を入れると いう基準があれば、処理しやすいのですが、この判断基準を

お教えください。 

 

《Ａ》  

叢書名、シリーズ名が複数付いていて、標題紙や奥付に迷う例が多くなりました。 最近は、出版社の

名称だけの「講談社文庫」「岩波新書」なども、点訳書の標題紙に入れている施設・団体も多くなりまし

たが、「ハンドブック第５章編」ｐ61 にありますよう に、以前からの慣習として、原則的に省略してよい

ことになっています。 出版社の名称だけのシリーズ名を入れるかどうか、また、「長編時代小説」や

「書き下ろし」のような副書名まで入れるかどうかは、規則性の弱いところですので、それぞれの 施

設・団体で方針を決めていただくことになります。 方針として決められれば、例１、例２の書き方もよい

と思います。 ただ、「光文社文庫」を叢書名に入れる場合も、「光文社文庫 ふ２０－８」の「ふ２ ０－８」

の番号は、サピエ図書館の書誌でも省略するルールになっていますので、標題紙 にはいれなくてもよ

いのではないでしょうか。 また、例２の副書名も、入れていない施設・団体も多くあるようです。 蛇足

ですが、叢書名が二重カッコのように書かれていますが、叢書名は第１カッコで囲 みます。 

『指導者ハンドブック５

章』６１ページより 



『指導者ハンドブック５章』より （指導者ハンドブック第５章より）標題紙①  

 

 

著者（ここでは編集委員）が多人

数のときは、「ホカ」と補記して適

宜省略することができる。 



『点訳のてびき 第３版 指導者ハンドブック 第５章 』より てびき 198 ページ 

シリーズ名を書名枠の上に書い

ている。 

原本表紙に入っているシリーズ編

集委員は省略してよいでしょう。 



３．p197 ２．ページの付け方 

ページの付け方についてお尋ねします。前書き序文などは下がり数字を用いるとされていますが、序

章も下がり数字を用いるのでしょうか。 

序章 第１章…第１０章 終章とある本です。 

 

【Ａ】 

まえがき、序文、はじめに、序章などは、「てびき」p197 ２．にあるように、本文と独立している場合は

下がり数字でページを付け、本文の内容と連続性が強い場合は、本文と通しページにします。 

ただ、「まえがき、序文、はじめに」などより「序章」はすでに本文の内容が始まっている場合が多いよ

うに思います。そのような場合は、序章から、１ページとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．p197 ２．ページの付け方 

「てびき」に「まえがきなどが本文の内容と連続性が強い場合は、本文と通しページとする。」とありま

すが、“本文の内容と連続性が強い場合”とは、具体的にどういう場合なのでしょうか。今点訳している

本では、はじめに・プロローグ・本文（第１章～第６章）おわりにがあります。 

“はじめに”では著者がこの本を書くに至った経緯が８ページほど書かれ、最後の行末に著者名が書か

れています。（はじめに＝まえがきと解釈していますが） 

 

【Ａ】 

現在点訳されている原本では、「はじめに」は下がり数字でページを付けます。下がり数字でページを

付ける典型的な「まえがき」の例になると思います。 

「てびき」で「本文の内容と連続性が強い」と言っているのは、「まえがき」からすでに小説などの読み

物の内容が始まっている場合を想定しています。 

 



全視情協掲示板『点訳掲示板』より 

 

【Q】 

サピエ図書館製作基準 p.14 まえがき・序文・点訳書凡例など の 3.で点訳書凡例は下がり数字で

ページ付けする旨と併せて下がり数字が続く間、点訳書凡例・献辞・まえがき・序文・凡例等の間は、そ

れぞれページ替えを行うということが書かれています。 

 

これまでの製作基準では、ページの付け方としてまえがき・序文・献辞などは下がり数字などを用いて

本文と区別する。まえがきなどが本文の内容と連続性が強い場合は、本文と通しページとする。とされ

ていました。 

 

本文の内容と連続性が強いという判断が難しいこともあり、また、本の内容とそうではない点訳書凡

例との区別をつけるために（点訳書凡例は点訳書のためのもの、これ以降は原本内容ですという区別） 

当館では下がり数字は点訳書凡例のみとしてまえがき等は、下がり数字をつけずに通しページにして

いました。 

 

サピエ図書館製作基準を改めてよく拝読させていただき、当館のやり方が誤りなのではないかと感じ

ています。そうであるなら、取り急ぎ当館製作基準を改定する必要があるかと思います。 

 

みなさんの施設では、「まえがき、序文、凡例、口絵の写真など」は下がり数字とされていますか？ 

点訳委員会としては、やはりこれらは下がり数字とすべきと判断なさいますか？ご意見並びにご教授

いただけますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

【A】 

『点訳のてびき第 4 版』197ｐのページ付けの（２）には 

「まえがき・序文・献辞などは、下がり数字などを用いて、本文のページと区別する」とあります。上記以

外にも本文とは異なる登場人物紹介や巻頭写真なども含みます。これらは、本文の内容と異なる項目

であると利用者にお知らせできますので、区別して頂く方が良いかと思います。 

 

「本文の内容と連続性が強い場合」という判断は確かに難しいですが、小説や物語の場合、「プロロー

グ」「序章」等とあっても、すでにそこから物語が始まっている場合が多くあります。その場合には、「本

文の内容と連続性が強い」と考えられますので、「プロローグ」「序章」から、本文の１ページということ

になるでしょう。それに対して、学術書やシリーズものなどに多いのですが、本文の内容とは切り離し

て考えられる部分や著者の言葉で発信しているような「まえがき」や「はじめに」などは「本文の内容

と連続性が強い」とは言えないと思いますので、下がり数字などでページ付けをすることになるかと

思います。 



『点訳フォーラム』より 

15．p155 ２．見出しの段階を示す文字や数字 

原本に次のように書かれています。 

【前提】 

・・・・・(本文）・・・・・ 

【問題定義】 

・・・・・(本文）・・・・・ 

この【 】は装飾的な意味であると考えて、省略してよいでしょうか。 

上記の文は５マス目見出しの中にあるのですが、その場合、第１カッコで囲んだ方がよいですか。それと

も、カッコで囲まず小見出し符を付けた方がよいのでしょうか。 

 

【Ａ】 

【～】は装飾的な意味なので省略するという考え方は適切な処理であると思います。そのうえで、【前

提】や【問題定義】が、５マス目から書く見出しであれば、ゼンテイ モンダイ■テイギ だけを書いてい

いのですが、５マス目から書く見出しの中にある場合は、第１カッコで囲んで３マス目から書くか、小見出

し符を用いることになります。 

このように、小さい見出しを第１カッコで囲んで書くことはよく行われています。「てびき」の点字版で

も「備考」「処理」などは第１カッコで囲んで書いています。 

ほかに小見出し符類も用いるような場合もありますので、第１カッコで囲んで書いてもよいと思います。 

 

 

 ５マス目から書く見出しであれば、【～】は装飾的な意味なので省略するという考えて 

【主な著書】 

× 無無無無七おもな無拗ｔ拗そ七 

 

〇 無無無無おもな無拗と拗そ 

〇 

【近著】 

× 無無無無七きん拗と七 

 

〇 無無無無きん拗と 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



 

５マス目から書く見出しの中にある場合は、第１カッコで囲んで３マス目から書くか、小見出し符を用

いることになります。「てびき」の点字版でも「備考」「処理」などは第１カッコで囲んで書いていま

す。 

第１カッコで囲んで３

マス目から書く 例 



『点訳のてびき ―第５章詩歌・戯曲などの書き方』P160～ 

 

 

 

 

 視覚的要素なので、前後１行あけでわかる。 

 

『半十郎影始末』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日点『点訳例文集』より 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『点訳便利帳』より 

 



『点訳フォーラム』より 

【質問】 

以下の原文のなかの「ふんふん、」と「うんうん」の繰り返し言葉です。 

 

 「ふんふん」ですが、てびき８３ページの備考２の参考の繰り返すことによって新たな意味が生じる語

として「フンフン」として続けて書くのではという考えと、「フン」なるほどでも意味が通じるところを強

調しているので「フン■フン」でいいのではと意見がわかれました。 

  

 

 

『点訳のてびき』８３ページより 

 

【回答】 

ともに「ふん」「うん」を強調した言い方ですので、「フン■フン」「ウン■ウン」と区切って書いてよいと

思います。 

 

 

 

 

 

 



参考資料 『点訳のてびき第 3版 Q＆A 第１集 ・第２集』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『点訳のてびき』148 ページ 行替え行移し 処理３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『点訳のてびき 第３版 Q＆A第１集』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段落の省略 

 
段落の省略でなければ二マスあけも可能 

 



『指導者ハンドブック第４章』より 69-70 ページ 

▲や／などが段落の省略に用いられてる場合は、その部分で行替えをします。また、そこに句点の省

略も含まれる場合は、句点を補って点訳します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『点訳フォーラム』より 

４．p148 １．行替え・行移し【処理３】 

原文中に▽をはさんで、箇条書きのように句点のない文章が三つ、併記してあります。１文目が前文の

行移しで書いてあるので、▽を句点と改行で書くと、内容的に整いにくい印象です。▽を句点に換える

のみで、改行しないことはできるのでしょうか。／を二マスに換えるとすることはＱ＆ＡのＱ118 に書か

れてあります。 

 

【Ａ】 

▽を句点に代えて、行替えしないで書くこともできます。 

墨字で用いられていて、直接に対応する点字の記号がない ▽ ／ ▲ などは、原文でどのように

使用されているかを判断して、適切な記号やマスあけに代えるなどして書くことになります。 

ですので、▽があったら、必ず句点と改行をセットで用いなければならないというわけではありません。 

 

 

５．p148 １．行替え・行移し 【処理３】 

次の文の▽はどの様に点訳するのがよいのでしょうか。 

 



税の流れを追うといろんなことが見えてきた。兵器ローンの返済が膨らみ、予算が足らなくて補正

予算でこっそり補填している▽米国製兵器をいったん買うと、廃棄処分するまでの維持整備費が何兆

円とかかる▽・・・▽NSSが米国からの兵器調達を主導し、攻撃型兵器の導入が急速に進んでいる－－な

どだ。 

 

これは、「兵器ローンの～などだ。」までを一つの文と考えて、▽を二マスあけにすればよいですか。そ

れとも▽を句点にしてもよいのでしょうか。 

 

【Ａ】 

「兵器ローンの～などだ。」までが一つの文になっていますので、もっともシンプルな処理としては、▽

の部分を二マスあけにすることになります。 

それでもよいと思いますが、▽と▽の間がそれぞれ文になっていて、しかも中に読点もあるので、二

マスあけにしても分かりにくいとも考えられます。 

また、二マスあけの部分が行末にきて行移しになると二マスあけか一マスあけかの区別が付きません。 

▽は、点字の記号にはありませんので、マスあけのほか、点字の記号に置き換えるという工夫もありま

す。この場合、それぞれの文をカギ類（第１カギ、または第２カギ）で囲むと分かりやすいと思います。 

 

「兵器ローンの返済が膨らみ、予算が足らなくて補正予算でこっそり補填している」■「米国製兵器を

いったん買うと、廃棄処分するまでの維持整備費が何兆円とかかる」■・・・■「NSSが米国からの兵器調

達を主導し、攻撃型兵器の導入が急速に進んでいる」■－－■などだ。 

▽の部分を二マスあけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの文をカギ類（第１カギ、または第２カギ）で囲む 

 

 

 

 

 

 

 



『点訳フォーラム』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問】目次の見出しと本文の見出しの書き方にについて質問です。 

 

点訳者は目次も本文も以下のように書かれています。 

（前の見出しの文章おわり。） 

一行あけ 

■■■■■■ノサカ■アキユキ■■ヤマシタ■ソーイチ■■テガミ 

■■■■■■■■タイダン■■ノーヲ■ステタ■コノ■クニニ 

■■■■■■■■アスワ■ナイ■（ダイ数１シン）■ノサカ 

■■■■■■■■アキユキ■サマエ■マズワ■ゴアイサツ 

■■■■■■■■モーシアゲマス。■■（数 2014 ネン） 

 

点訳者の書き方だと目次が何行にもなってしまって、検索のしやすさというのには当てはまらないよ

うな気がするので、目次は検索しやすさということで、７マス目書き出しの「まずはご挨拶申し上げま

す」のみで、いいでしょうか？見出しの前の文（野坂昭如×山下惣一 手紙対談 農を棄てたこの国

に明日はない 《第１信》 野坂昭如様へ）は７マス目まえに３マス目書き出しで書いてもかまわないで

しょうか？ 

（前の見出しの文章おわり。） 

一行あけ 

■■ノサカ■アキユキ⑤■ヤマシタ■ソーイチ■■テガミ■ 

タイダン■■ノーヲ■ステタ■コノ■クニニ■アスワ■ナイ 

■■（ダイ数１シン）■ノサカ■アキユキ■サマエ 

（一行あけ） 

■■■■■■マズワ■ゴアイサツ■モーシアゲマス。 

■■■■■■■■■■■■■■■■（数 2014ネン） 



【回答】 

確かに、目次に記載する見出しが長くてわかりにくいように思われます。 

その前後にはこのように長い見出しはなく、 

【９マス目から】第９章～ 

【７マス目から】野坂昭如さんと井上ひさしさん 

と来て、次が、今回ご質問の見出しと言うことになりますか。 

そして、この見出しの次が 

【７マス目から】たとえ儲からなくても～となり、これらは、原本でも目次と本文の見出しは一致している

のでしょうか？ 

 

そうであれば、 

【７マス目から】まずはご挨拶申し上げますと書くのが分かりやすいと思います。 

 

その場合は、前の見出しが終わって、１行あけて、次の見出しに付随する文が３マス目から始まっている

のは、前の見出しの続きのように思われて、誤解されやすいと思われます。 

 

今回は、 

【７マス目から】まずはご挨拶申し上げます 

次行に段落挿入符で囲んで、《野坂昭如×山下惣一 手紙対談 農を棄てたこの国に 

明日はない 《第１信》 野坂昭如様へ》を入れるのが、よいのではないかと思います。 

 

【目次】 

■■マズワ■ゴアイサツ■モーシアゲマス。■②②②■数〇 

 

【本文】 

■■■■■■マズワ■ゴアイサツ■モーシアゲマス。 

■■■■■■■■■■■■■■■■（数 2014ネン） 

■■（（■ノサカ■アキユキ⑤■ヤマシタ■ソーイチ■■テガミ 

■タイダン■■ノーヲ■ステタ■コノ■クニニ■アスワ■ナイ■■ 

（ダイ数１シン）■ノサカ■アキユキ■サマエ■）） 

■■タイチョーノ■ホーワ■イカガデショーカ。■■ 

 

 

 

 



29．p157 ３．副見出し 

日記形式の本を点訳しています。原本にはページの左上に小さく日付、時間が書いてあり、次の行に見

出しがあります。日付と時間は見出しを書いた次行に右よりに書くのでしょうか。それとも、文章の最後

に書くのでしょうか。 

 

【Ａ】 

点訳する場合は、まず見出しを書き、次に日付と時間を書くのがよいと思います。日付と時間の書き方

は、いくつか考えられます。 

１．見出しを７マス目から、日付と時間を５マス目から書く 

２．見出しの次行に３マス目からカッコで囲んで日付・時間を書く 

３．見出しのあと、二マスあけるか、棒線でつないで日付と時間を書く 

４．見出しの次行に行末に揃えて日付と時間を書く 

３．の場合、日付と時間は副見出しの扱いとして、目次には見出しだけを書いてよいと思います。 

４．の場合、○ガツ■○ニチ■○ジ■○フンと書くと、行末に揃えても行頭のあけ幅が少なくなってしま

いますので、点訳書凡例で断って、日付、時間を略記するのがよいかもしれません。 

他の見出しとの関係で、１．の方法が取れない場合もあると思いますので、原本全体のレイアウトを考慮

して、１．～４．のどの方法にするか判断してください。 

 

 

 
『点訳のてびき』１５７ページ 

 

 



『点訳フォーラム』より 参考資料 

10． 

野球の打順のあとに守備位置をカッコで示しています。この時のカッコの表記を教えてください。 

例 １（中）高山 

２（三）橋本 

３（左）バティス 以下９番まで 

 

【Ａ】 

１■■（センター）■■タカヤマ 

２■■（サード）■■ハシモト 

３■■（レフト）■■バティス 

 

のように書くのが分かりやすいと思います。 

必要があれば、最初に、《守備位置は漢字で略記されているが、ファースト、セカンドのように記した》と

断ります。 

 

31.231ｐ 

 

 



『点訳フォーラム』より てびき４７ページ  

【質問】 

ロシアの女性デュオで「t.A.T.u.」という歌手の書き方を教えてください。本文は「音楽番組でのドタキャン

騒動。t.A.T.u.と言ったら楽曲以上に浮かぶのではないでしょうか」と１か所だけでてきます。以下のように３

つ書き方を考えました。 

 

 外国人名ということでてびき４８ページ人名の外国語引用符のなかではピリオドが省略することができ

ないということで、外国語引用符囲んで原文通りに書くのか 

① 引 t．■大 A．■大 T．■u．引 

 

② 原本にはない読み方を後ろに第一カッコを使って 

引 t．■大 A．■大 T．■u．引■（タトゥー） 

 

③ ピリオドは省いて、点訳挿入符でピリオドの説明をいれる 

引 t大 A大 Tu引（（文字の後ろにピリオドがあり）） 

 

【回答】 

「t.A.T.u.」は人名ではなくグループ名ですので、人名に準じたマスあけは必要ありま

せん。また、もともとロシア語の略称のようですし、アルファベットにピリオドが付いた形

ですので、外字符でよいと思います。 

外ｔ．大Ａ．大Ｔ．ｕ． とマスあけなく続けて書きます。読みは原文にないので書かなくて

よいと思います。 

t.A.T.u.  → 〇外と。ぱあ。ぱと。は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『点訳のてびき 指導者ハ

ンドブック 第２章 ３６ペー

ジ』より 



『点訳フォーラム』より 

【質問】 

分かち書きの質問です。「TV ショー」は TV が略称で、「ショー」は２拍以上の意味のまとまりの外来語で

切れる要素ということで TV■ショーでいいでしょうか？ 

 

【回答】 

ＴＶショーは、お考えの通り、外大大ＴＶ■ショーとなります。 

ＴＶショー → 〇外ぱぱとひ無拗そー 

  

『点訳のてびき ７５ページ』より    『点訳のてびき Q＆A 第１集』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 『点訳フォーラム』より 

【質問】 「１Day」は外国語引用符で囲って、引数１大 Day 引 でいいでしょうか？ 

 

【回答】 

「１Ｄａｙ」は、引数１大Ｄａｙ引となります。 

もし、「１ Ｄａｙ」とスペースがあれば、p138［参考］にあるように、引数１■大Ｄａｙ」となります。 

 

１Ｄａｙ → 〇 八数１ぱるあむん 

 

１ Ｄａｙ → 〇 八数１無ぱるあむん 

 

『点訳のてびき 137-138 ページ』より 

英語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『点訳フォーラム』より 

【質問】 

 分かち書きについて質問です。ジョン万次郎のアメリカでの愛称で「ジョン・マン」とあります。てびき

８７ページ人名①名字と名前で区切って書いてもいいでしょうか？ 

 似たような語句で 商船サラ・ボイド号もあるのですが、区切って書いてもいいでしょうか？ 

 

【回答】 

ジョン・マン (John Mung) は、姓と名に分けられる愛称ですのでジョン■マンと書いてよいと思います。 

サラ・ボイド号の船名の由来は確認はできませんでしたが、the Sarah Boyd の英綴りのようです。英語

をカタカナ書きにするに伴っての区切りの中点だと思いますので、中点の箇所で区切ってよいと思い

ます。 

 

ジョン・マン  → ジョン■マン 

 

サラ・ボイド  → サラ■ボイド 

 

てびき８７ページ ①名字と名前 → ジョン■マン 

 

 

 

てびき 102 ページ 中点（２）点字では用いな中点 ② → サラ■ボイド 

 

 



 

※ちなみに「ジョン・マン」と「サラ・ボイド」てびき７１ページの外来語の（１） 外来語同士の複合語で

はないので、5 拍以下であれば続けて書くにはあてはまらないと思います。 

 

 
 

 



てびき２０３ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サピエ登録点字文書 ８ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



点訳のてびき指導者ハンドブック第５章 

 
▯▯▯▯⠡⠃⠞⠒⠛⠃▯⠶⠼⠁⠶ 

▯▯▯▯▯▯▯▯⠊⠩⠐⠝⠫ 

▯▯⠈⠺⠿⠃⠠⠤▯⠡⠑⠵⠒⠐⠺⠭⠎▯⠈⠪⠒⠐⠕⠃▯▯⠼⠁▯▯ 

⠶⠪⠒⠐⠭⠴⠈⠱▯⠪⠟⠴▯⠳⠴⠌⠩▯⠐⠭⠴⠪⠶ 

▯▯⠈⠞⠈⠱⠠⠤▯⠐⠞⠹⠞⠋⠭⠹⠣⠒ 

▯▯⠌⠩⠈⠱⠠⠤▯⠡⠿⠌⠵▯⠃⠩⠊ 
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